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品のt~物館に東ドイツ・ 7 ンボルト大学力、勺寄附された「始III品の化石J レ プリカ

年
『叫
に
あ
た
り

一
品目
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
.

は
じ
め
に
、
市
民
的
皆
同
怖
の
市
政

に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
.
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
市
政
執
行
が
順
糾
に

逝
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
た
出
制

申
し
上
げ
ま
す
.

市
民
的
皆
隙
が
心
待
ち
に
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
烏
の
同
物
館
町
旭
般
は

制
年
度
末
的
附
館
を
目
途
に
縮
工
し
、

ま
た
・
市
町
木
「ケ
ヤ
キ
」
、
市
町
花

「
y
y
ジ
』
に
つ
づ
き
ま
し
て
昨
年
は

月
1
日
に
市
町
鴎
を
「
オ
オ
パ
ン
」大井一雄

と
指
定
い
た
し
ま
し
た
.

オ
オ
パ
ン
は

一
年
を
通
じ
て
手
間
H

mで
見
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
ニ
れ

だ
け
の
教
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
は

全
国
で
手
銀
沼
を
除
い
て
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。
本
市
に
生
息
す
る
多
く
の

動
机
物
と
と
も
に
市
民
的
皆
隙
に
愛

さ
れ
る
ニ
と
と
思
い
ま
す
也

今
年
は
手
抗
措
を
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
ま
ち
づ
〈
り
、
幅
削
総
合
剖
画
的
三

年
目
で
あ
り
、

m二
川
実
施
計
図
的

初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
・
我
弘
子
駅

南
北
都
市
改
泣
事
業
、

北
部
地
区
排

水
対
楠
刑
務
撲
部
多
〈
的
魅
築
事
取
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、

“H
Rな
財
雌
あ
肴

効
に
活
用
し
市
民
悩
祉
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
る
所
有
で
ご
さ
い
ま
す
。

市
民
的
皆
同
町
内
、
』
理
解
と
よ
協
力

を
お
聞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
棟
町
ご
健
勝
を
お
制
リ
申

し
上
げ
ま
す
。

市長

ヰ
パ
瓜
の
)
、
ザ
ヘ
ポ
ザ

昭
和
制
年
何
年
臥
に
あ
た
り
、
市

限
会
を
代
淡
い
た
し
ま
し
て
.

一品目

ご
快
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
.

私
は
、
昨
年
ロ
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
.
総
長
の
要
職
に
枇
〈
こ
と

に
な
り
ま
し
れ
，
、

こ
の
こ
と
は
訟
に
と
っ
て
身
に
余

る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に

い
ま
さ

ら
な
が
ら
そ
の
盛
資
を
痛
感
し
.
新

た
屯
決
立
を
持
っ
て
微
力
で
は
あ
リ

ま
す
が
.
円
滑
も
る
総
会
辺
川明
日
と
市

政
的
仲
回収に
M
m
心
戯
作
品
鰐
力
を
い
た

ず
所
存
で
あ
り
ま
す
.

洋

わ
が
我
孫
子
市
が、

市
制
略
行
円

年
目
を
迎
え
り
れ
た
こ
と
は
、
全
市

民
的
愛
叫
精
神
が
極
め
て
旺
盛
な
こ

と
と
.
行
政
運
也
め
よ
ろ
し
き
を
得

た
結
川市
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
.
市
民
的
問
祉
を

精
進

L
.
市
民
生
活
的
安
定
を
図
る

に
は
‘
な
お
既
製
な
間
同
町
山
町
山
附
し

て
い
ま
す
.

そ
の
解
決
を
凶
る
に
は
‘
直
接
市

政
を
相
当
す
る
わ
れ
わ
れ
に
飢
せ
ら

れ
た
mH
務
で
あ
り
、
閏
お
よ
び
以
的

施
策
と
相
ま
っ
て
.
市
の
財
政
の
範

凶
内
に
お

い
て
最
大
の
効
m
怖
が
上
が

る
よ
う
労
力
す
る
覚
悟
で
あ
リ
ま
す
.

昭
和
制
年
ニ
そ
は
市
町
蹴
池
町

年
と
し
て‘

市
政
全
般
に
わ
た
り
内

容
充
実
の
た
め
被
大
町
努
力
を
傾
注

す
る
一昨
存
で
あ
り
ま
す
の
で
.
何
と

ぞ
附
旧
の
ご
指
持
、

ご
叫
刑
姐
を
お
聞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

松島議長
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鳥
と
人

i他的"汁gr.;，1I.:itF

特
集
冒
頭
の
烏
の
化
石
は
、
最
古
の
烏
で
あ

る
H

始
但
烏
H

。

H

始
侶
烏
N

は
約
一
億
三

O
O
O万
年
前
に

飽
岡
地
上
に
出
現
し
ぎ
し
た
。
万
物
の
霊
長
、
人

類
ガ
誕
生
し
た
の
は
、
約
二

O
O万
年
前
。

烏
類
は
人
の
誕
生
か
ら
以
後
を
長
く
ず
っ
と

見
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
に
怠
り
ま
す
。

羽
年
春
C
M烏
の
陣
物
館
'
ガ
我
孫
子
市
に

開
館
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、

M

烏
'
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
生
活
、
地
減
、
文
化
、
自
然
環
涜
を
多
繊

な
角
度
か
ら
促
え
て
み
ま
し
た
。

テ
ー
マ
，
烏
と
人
H

ご
覧
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
と
い
え
ば
、
す
ぐ
巳
手
曲
目
沼
の
美
し
い
景
色
ガ
浮
力
び
ま
す
。
そ

れ
ほ
ど
干
ヰ
賀
沼
は
、
私
達
に
と
っ
て
か
け
が
い
の
広
い
生
活
と
矧
い
の
砲
で

す
。
し
か
し
、
現
在
手
賀
沼
は
、
山
晶
画
縮
少
と
流
康
開
発
に
よ
る
水
質
汚
濁

ガ
契
機
と
怠
っ
て
、
生
態
系
ガ
煙
唄
さ
れ
病
ん
で
い
ま
す
.
か
つ
て
は
、
敏

多
く
の
水
鳥
、
と
く
に
雁
倒
は
空
を
畳
ら
せ
る
程
の
蚊
ガ
遮
来
、
日
本
随
一

の
趨
各
地
で
し
た
.
品
コ
司
馬
の
砲
敏
の
多
さ
は
、
自
然
度
を
計
る
も
の
さ

し
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
蹟
沼
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
自
然
と
飼
初
し
だ
別

世
紀
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
ガ
進
め
ら
れ
る
怠
か
、

4
年
前
叫
抽
公
百
区
商
早

台
か
ら
招
Mm子
に
穆
っ
て
き
疋
山
階
鳥
類
研
究
所
か
ら
昭
和
的
年
9
月、『，手

飼
沼

T
9
9
0年
代
の
標
題
」
と
い
う
研
究
笥
ガ
沼
口
。
腐
と
人
と
の
共
存

の
だ
め
の
福
針
と
も
な
る
こ
の
本
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
ま
し
疋
.

母
Zな
品る
椴 手
干賀
子沼

木
は
人
川
町
叫
惣
を
そ
そ
り
.
当
物

発
生
町
柑
で
す
.
水
の
あ
る
紫
色
は
そ

れ
が
故
に
人
を
引
き
つ
け
心
を
慰
め
ま

す
.
水
中
の
あ
句
ゆ
る
生
命
ル
品

E
、

群
が
る
ホ
向
的
虫
柄
を
支
え
.
出
畑
を

制
L

住
む
人
に
他
を
与
え
持
を
教
え

た

J
昨
な
る
子

π泊
仰
の
木
、
そ
れ
は

我
孫
干
市
民
が
凶
先
か
」
リ
受
け
継
い
だ

水
で
す
.

N

崎
町
心
干
知
・
2
J
‘
私

述
は
・
』
向
n

母
な
る
手
口
泊
w
を
州
出
向
、

河
L
.
中
を
傷
つ
け
.
今
、
水
中
町
生
命

を
夫
い
、
木
白
川
が
去
り
行
〈
淋
し
い
岸
辺

に
朽
の
ぱ
、
目
的
問
に
愉
た
わ
る
の
は

ぷ
附
め
る
乎
民
泊
“
何
回
草
的
姿
で
す
。

こ
れ
は
金
川
の
川
川
町
問
題
て
も
あ
り

ま
す
.
国
も
叩

'u市
む
町
b
.
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
が
出
向
水
を
吊
的
、
生
物

を
復
活
さ
せ
る
手
立
て
を
巧
え
災
行
す

る
と
畠
で
す
.
私
述
が
汚
し
た
ホ
は
ん
小
J

し
で
も
泊
〈
し
て
、
止
の
判
明
代
に
枝
き

ね
ば
む
リ
ま
せ
ん
。
守
主
句
そ
れ
が
で

き
る
と
い
わ
れ
ま
す
e

昭
和
柑
年
代
制

則
的
手
れ
泊
町
水
に
属
す
ニ
と
、
そ
れ

が
今
息
遣
の
自
問
で
あ
り
出
発
市
で
す
曲

一ー九九

0
年
代
に
向
け
私
述
と
水
鳥

そ
の
他
的
生
物
が
共
存
共
栄
す
る
白
仲
間

的
#
品
る
千
代
氾
へ
の
ψ
の
は
じ
ま
り

で
す
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
一
冊

各
種
デ
!
タ
を
集
録

千
何
沼
が
郷
土
の
そ
し
て
同
町
、

9
月
旭
町
ほ
と
り
に
挫
つ
山
陥
島

町
と
人
町
北
存
利
用
す
る
内
陸
水
系
煩
研
究
所
か
ら
刊
句

の
そ
デ
ル
と
し
て
あ
る
べ
き
特
世
需
品
川

B
5師、

1
3
6
民
的
こ
の
研
究

を
健
示
し
た
『
手

nm出1
9
9
0
年
岱
は
.
研
究
結
果
と
と
も
に
現
在
的

代
同
銀
姐
」
と
い
う
研
究
書
が
川
年
千
口
泊
町
水
同
町
内
相
、
分
布
‘
保

t

パー

・
圏
、

U
F
l
「

糾
行
動
等
や
沼
町
水
質
な
ど
町

a

F一
戸

'
4
N
・
ι
一

デ
l
夕
、
住
民
意
織
問
責

{枝

一
ェ
一
~一

-

H

相
干
・
摘
、
沼
南
柄
引

2
Z
7
I

m
-
-r
目

人
対
象
}
が
ま
と
め
ら
れ
た
代

回

一

南

極
な

一
一
時
希
舵
名
に
は
同
研

1
1
lぃ
!
lい」

究
所
で
制
+
句

i
5
0
0
円

黄
山金

明きの
有 J~ fli 
喜子t
霊0)
引時
で ft

昔
、
苛
業
時
的
沼
沢
群
は
本
州
随
一

円
水
防
と
〈
に
服
帆
則
的
越
冬
地
で
し

た
。
手
口
、
印
柿
‘
和
田
牛
久
的
畠

沼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
胞
が
あ
リ
司
手

間
以
泊
は
鴨
を
中
心
に
柿
な
削
川
知

b
多
〈

枕
来
し
ま
し
た
.
水
島
町
多
さ
は
桝
と

な
る
水
生
動
刷
物
的
多
憾
な
こ
と
を
示

......)1のJ J 'i 恒 ...，.... ~ ι 千曲に 1;1 ~ )1.! !;. J ) [ I 
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し
ま
す
.
水
底
に
揃
っ
て
ン
ン
ミ
や
泌

を
食
べ
る
の
は
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
や
ホ
ン

ハ
ン
ロ
仕
ど
の
治
水
柄
、
魚
や
エ
ヒ
を

追
い
求
め
る
の
は
ア
イ
サ
(鴨
)紙
や
カ

イ
ソ
フ
リ
.
川
け
草
や
浮
出
世
捕
物
を
つ
ま

み
と
る
の
は
ヒ
ド
リ
ガ
モ
や
ヨ
ン
庁
モ
‘

オ
オ
パ
ノ
は
そ
町
議
を
ち
切
っ
て
食
べ

車
す
.
ハ
ン
ヒ
ロ
ガ
モ
は
水
生
小
動
物

や
動
物
ブ
ラ
ン
ク
ト
ノ
を
晴
し
て
段
べ

る
大
き
な
山
判
的
持
主
、
コ
ガ
モ
は
陪
や

手賀沼生物掲の変化

10 
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平
均
的
泥
生
物
を
照
り
ま
す
.
Hは
広

l

i

い
班
虫
、
木
革
町
広
が
り
ゃ
安
全
世
水

I
弘
、
広
廿
内
.
，
、

面
に
・
?
の
"
が
か
〈
札
、
坪
い
て

i
J♂
1
F
、

-
d

眠
り
ま
す
.

マ
カ
モ
カ
ル
が
モ
.
ォ

'
v
f
l
;
'
v
j
h
'
v

i:

ナ
ガ
方
モ
な
と
は
需
主
〈
し
て
昨

川

目

下

時

H
E
A
y
t占
有
酔
、

れ
て
い
ま
す
が
・
臼
芸
品
く

2

2
m劃
お

a
Z訓
/i
u

凶
目
，
a

・

司
、
夕
日
を
銑
ら
せ
る
棋
の
大
鮮
で

一

岡
国

n
H
n
U
E』「悼
t
v
p
f
3

回
叫

ge凋
叫
省
占
「
副
E
4
'
h

・LE

斉
に
抽
府
立
句
、
広
々
と

L
r席
問
的
ホ

I

l

-

-

-

4

1

田
.
波
地
内
夜
の
開
場
へ
宇
川
い
ま
す
，
こ
の
洪
水
対
策
と
し
て
江
戸
前
川
年
叩

p
p
川
崎
年
四

p
ド
聞
と
向
く

そ
町
数
、
数
十
万
羽
と
い
わ
れ
た
明
治
一
党
文
2
年
、
一
六
六
二
年
)
か
り
水
な
リ
証
的
ア
オ
コ
が
叫
年
に
先
生
、

が
偲
ば
れ
ま
す
。
路
市
浩
司
史
や
干
州
串
畿
が
続
き
‘
明
治
年
判
年
同
大
先
生
以
来
毎
年
の
こ
と
と
む

こ
的
よ
う
な
、
構
散
の
聞
を
.
抽
出
聞
に
主
リ
‘

沿
い間
二
八
O
O
ヘ
タ
タ
l

り
附
付
年
に
魚
川
町
大
批
兇
が
起
こ

町
村
て
は
鴨
的
共
同
持
弧
(
制
猟
)
組
合
ル
品
勺
た
水
刷
は

一
三
四
半
ヘ
ク
タ
l

り
却
帥
聞
の
魚
、
そ
の
他
が
急
減
し
死

を
つ
く
り
.
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
工
夫
ル
と
な
り
、
昭
和
同
年
代
と
問

n
t
刊

柑

.

代
っ
て
刷
物
ブ
ラ
ン
ク

1
ン
は
大

し
て
捕
え
、
努
背
.
家
康
的
時
代
か
h

年
内
大
-
寸
刊
で
現
砲
の
六
五
O
ヘ
ク
タ
附
随
し
て
沼
を
過
常
誕
の
水
質
に
し
て

将
捕
に
献
上
し
、
ま
た
正
月
の
問
答
に

l
ル
に
半
減
し
ま
し
た
J
』
何
昭
和
叫

l

い
き
ま
し
ペ
ホ
生
Mm物
b
水
底
的
沈
ホ

用
い
、
他
的
地
方
へ
も
.
凶
向
山
部
(
ヲ
叩
年
代
は
高
度
経
済
成
長
何
時
で
人

u

M
物
は
昭
和
川
年
中
則
的
目
刊
か
ら
却

弘
吉
.
ど
じ
ょ
う
、
コ
イ
、
フ
ナ
町
ス

S
方
向
我
晶
子
市
は
日
万
人
に
、

日
万
年
同
同
、
刊
年
日
間
と
陥
っ
て
崎
勾
に
金

ス
メ
姐
な
と
)
と
共
に
産
出
し
て
生
括
的
柏
市
L
人
口
が
借
地
L
所
市
代
化
し
ま
地
し
ま
し
子
、
円
仲
裁
純
物
.
河
派
植
物

的

問

と

し

ま

し

た

.

し

た

。

そ

こ

て

家

庭

廃

木

町

市

化

や

集

は

共

に

5
Mあ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
臼

明
治
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
に
人
が
見
木
町
が
必
h
立
い
ま
ま
大
出
川
大
地
年
、
日
年
に
そ
れ
ぞ
れ
全
滅
、
そ
し
て

事
に
出
け
込
ん
だ
、
賞
金
町
凶
と
的
共

川
な
と
に
俳
木
し
・
官
平
出
か
ら
の
問
控
沼
伴
内
川
水
M
物
は

Mmか
ら
崎
平
山

存
町
時
代
で
し
た
.
し
か
し
、
同
時
に
排
水
も
加
っ
て
沼
町
水
は
急
迎
に
汚
出
凶
と
な
り
日
平
に
は
ヨ
ン

7

2

モ
.

庶
民
な
る
洪
水
に
よ
る
木
と
町
苫
し
い
さ
れ
二

時
は
良
市
憎
む
加
わ
リ
)
C
O

ガ
?
の

3
M山
円
み
が
生
き
叫
っ
て
現
ゐ

闘
い
の
歴
史
が
そ
の
喪
に
あ
り
ま
し
Y

3

D
腕
は
昭
和
刊
年
内

6
p
p
m
か
ら
叫
に
到
リ
ま
し
た
.

水
鳥
'u同
じ
年
代
に
意
同
し
也
阿
十

万
羽
と
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
勺
に

副
刑
制
は
昭
和
初
期
は
ま
だ
十
万
羽
古

で
し
た
が
‘
同
叫
年
代
に
は
約

一
万
羽

同
印
年
代
に
二

0
0
0羽
を
上
下
す
る

教
に
沌
リ
現
証
に
豆
勺
て
い
ま
す
.
手

削

H
泊
ル
代
決
し
て
い
た
オ
ヌ
，
ン
ロ
は

氏
物
内
沈
水
縞
柏
町
絶
滅
し
た
昭
相
岨

年
明
か
ら
急
減

L.
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ

も
y
，Y
ミ
な
と
の
庇
生
動
物
悶
死
滅
と

北
に
出
り
、
将
説
帆
弱
、
伊
川
山
間
物
的

絶
叫
に
伴
っ
て
ヒ
ド
リ
が
モ
や
ヨ
ン
ガ

モ
が
安
を
捕
し
た
同
開
子
は
実
に
劇
的
合

一
世
を
示
し
て
い
ま
す
.
一
方
.
ハ
シ

ビ
ロ
ガ
モ
は
水
質
汚
捕
で
大
地
附
し
た

動
物
フ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
主
食
に
し
て
峨

リ
.
他
的
駒
山
ひ
休
息
し
て
い
る
昼
間

ι.

ま
た
真
夜
中
も
木
を
晴
過
し
て
食
べ
続

け
、
あ
る
一
羽
は
食
道
内
に
は
万
匹
余

円
ケ
ン
ミ
ジ

ン
コ
と
そ
的
地
内
多
舟
の

ず
ラ
ン
ク
ト
ン
を
充
尚
さ
せ
て
い
ま
し

rョ
こ
れ
は
手
飼
沼
町
典
品
川
な
ま
で
の

ホ
円
強
化
(過
山
笠
宮
川
沼
)
を
物
船
る
も

の
で
す
.

こ
の
よ
う
に
人
的
緊
帯
と
は
市
世
間
に

出
は
掛
め
ら
れ
、
内
さ
れ
‘
そ
の
動
相

物
は

Rn唱し
J
死
何
千
代
泊
“
と
さ
え

い
わ
れ
ゐ

ι至
り
ま
し
「
、

4

司
ホ
シ
ハ
ジ

ロ

4

司
ヒ
ド
リ
カ
モ

COO(ppm) 

ア.'
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薗
あ

手
引
沼
周
辺
に
は
か
つ
て
大
小

町
沼
(
相
田
沼
、
本
州
肴
凶
守
下
拙

令
ど
)
が
治
手
し
‘

料品や
7

コ
モ
山
町

生
い
掠
る
泊
同
地
帯
で
あ
っ
た
，
二

円
一
併
は
ホ
ぬ
の
京
刷
で

「倒
的
臼

た
ら
が
い
っ
せ
い

ι飛
U
立
っ
と
廷

が
ま
勺
胤
に
む
勺

ι』
と
い
う
.
と

〈
に
mm
M
向
日
本

随

一
同
組
弘
、
地
で
‘

当
時
鴨
叫
が
宮
ん

ど
っ

た
.
そ
れ
を

骨
取
鳥
見
神
社

(岡
山
川
町
布
川
一
に

1989. 1 (3) 

あ
る

「
鴨
猟
記
念
碑
」
が
今
に

伝
え
て
い
る
.

抑
制
州
法
は
大
別
し
て
二
日
間
.

何
本
し
の
竿
を
湖
而
に
立
て
.

ぞ
的
問
に
制
を
限
っ
て
略
的
精

水
す
る
の
を
抑
止
る
「
蝦
切
制
Mm
h

ι

ら
を
愉
っ
h
f品
開
を
木
川
に
岬加
わ
せ
‘
品
開

は
「
小
拘
い
と
い
い
.
あ
ま
り
向
〈
兜

れ
な
か
っ
た
が
‘
服
は
安
心
立
派
で

両
側
で
取
り
引
き

深
い
秋

ω晩
、
川
は
附
い
て
返
る

きれい十手

自
泊
柑
に
居
を
問

手
賀
沼
周
辺
は
水
鳥
の
宝
庫

之
主
益
法
、

我
孫
子
時
代
的
小

〈
物
が
か
ら
み
つ
品
「
肝
人
物
的
夫
飼
」
何
回
研
に
こ

〈
町
を
捕
之
司令

う

性

い

た
0

・
埠
い
私
的
静
か
な
叫
だ

3
4

「
流
し
も
ら
制
胤
」
つ
だ
沼
向
上
を
冊
一
高
い
て
返
る
・

れ
で
あ
ゐ
・
開
に
数
拙
諮
は
・

0

・
良
人
は

ea

二
人
は
永

LM

は

少

也

い

が

で

い

間
開
っ
て
い
た
・

町
的
ム
刀
か
つ
れ

h

・

カ

ル

現

泊

、

脱

は

東

北

北
M
M
以
北
町

j
u
q
モ
.
ヨ

y
庁
モ
.
い
く
つ
か
町
湖
に
枝
来
す
る
と
け
で

オ
ナ
庁
町
モ
む
と
あ
る
.

復a
q
-b 

b
p
カ

b
-
-↓
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白

銀

む型
1915年、大正デモクラシー悶!こ誕生しだ|日諸王

家の長男は、高名fcl!鳥類学者の父と伺じ人生の道を

歩みはじめた。現在、 日本鳥学会を代表?Jるこの

尉煩学者l<t学問的に広い視野をもち、2主開主主研究

盗鈎は担金にひらかれている。そして舎、「烏と人

とガ"怠鼠共奇"する筒代J と現代を語り、嶋田谷る

手貿沼"の回復をよびかける。

年
れ
刑
何
回
間
同
行
政
と
市
民
一
人

υと
リ
同
窓
欲
と
陥
力
に
カ
カ
っ
て
い

ま
す
.
辛
口
削
は
市
民
に
と
勺
て
身
近

な、

生
括
的
思
.
U安
的
場
‘
自
然
研

究
の
助
、
そ
し
て
欣
事
.
ジ
ョ
年
ン
グ

的
地
康
的
地
て

b
hり
ま
す
&
こ
れ
は

住
む
人
的
特
俗
で
あ
る
と
同
時
に
臼
本

町
先
わ
れ
巾
〈
低
地
的
地
と
し
て
干
れ

地
喝
罪
的
告
を
守
り
伝
え
る
汽
任
的
由

党
が
却
ま
れ
ま
す
.

我
猟
子
市
町
発
底
的
裂
で
乎
口
市
町

内
泌
が

4打
し
た
-
工
」
に
行
政
も
市
民

b
去
い
を
深
め
て
お
り
‘
今
回
同
住
民

定
的叫
ア
ン
ケ
ー
ト
伺
鮮
日
括
的
回
・
5
%

は
平
民
泌
が
自
然
サ
ン
タ
チ
ュ
ア
リ
と

し
て
保
組
さ
れ
る
こ
と
や
品
規
L
‘
出

的

Hm同
川
崎
町
野
か
さ
を
憎
む
へ
は
‘

抽
山
て
出
・
2
%
‘
相
冊
子
市
で
出

7
%
.
川
市
町
で
制
・
4
%
と
都
市
化
が

溢
む
ほ
ど
高
ま
っ

て
い
ま
す
.
一

方
.

判
M
子
山
四
%
.
的
市
川
%
の
人
は
向

へ
の
問
4
が
欠
け
て
い
ま
し

ι.
ニ
札

u.
ホ
ぬ
が
今
出
生
し
て
自
に
触
れ
に

〈
い
ニ
と

ι一
一回と

E
h札
ま
す
.

h
p
手
賀
沼
公
園
に
は
釣
り
人

b

多
い

(
1
9
8

9
年
手
賀
沼

カ
レ
ン
タ
ー
よ
り

)
H初
夏

企
手
賀
沼
べ
り
を

相
川
干
で
サ
イ
ク
リ
ン

7
E
春

地
化
は
約
二
百
万
年
同
制
い
同
時
史
で
す
.
る
山
間
判
を
も
ち
‘
そ
札
は
そ
の
生
物

つ
ま
り
私
遣
は
枇
む
析
し
い
地
時
的
沼
町
大
塾
長
手
生
活
的
規
悦
で
決
り
ま
す
.

二
の
地
時
上
の
生
物
は
す

べ
て
人
住
者
で
す
.
私
遣
は
す
べ
て
の
地
球
的
小
さ
也
生
物
は
快
い
地
地
で
問
時
的
維

と
由
時
に
迎
勺
て
い
草
す
.
と
〈
に
温
血
.
先
住
者
へ
内
配
阻
む
な
〈
地
時
金
改
変
持
が
可
能
で
あ
り
司
大
島
な
助
物
は
広

恒
川
旭
町
鳥
肌
と
附
礼

mは
私
遣
と
最
も

L
.
丙
出
し
て
き
ま
し

rz
今
に
し
て

い
純
聞
を
島
製
と
し
ま
す
.
こ
の
窓
耽

近
い
血
惜
の
友
で
す
.
白
同
期
は

一
信
三
ニ
れ
を
反
省
し
む
け
札
は
、
私
速
は
地
か
・
旬
、
生
物
的
M
U
腕
帥
持
は
.
不
平
押

千
万
年
附
に
腿
虫
矧
か
句
骨
か
れ
.
附
球
的
先
恨
の
友
を
死
滅
さ
せ
.
白
ら
む
の
平
等
"
の
胤
理
的
上
に
成
立
っ
て
い

礼
矧
つ
ま
り
私
速
の
同
研
は
む
し
ろ
そ
亡
ひ
る
外
品
リ
ま
せ
ん
.

草

す

.

れ
以
附
か
ら
分
か
れ
ま
し
た
が
‘
人
の
私
達
は
生
き
の
び
る

ιめ
に
も
地
そ
ニ
で
白
川
町
と
い
う
行
動
能
凶
の
広

鳥
と
人
は
地
球
の
同
肪

人
の

黒
田

い
動
物
的
保
地
は
.
歩
〈
の
羽
小
動
物

的
保
協
に
巡
リ
ま
す
.
従
っ
て
人
と
血

肉
共
存
で
き
る
羽
山
は
自
的
側
微
に
大

も

EAH献
し
ま
す
.
ニ
的
共
存
は
同
と

人
町
「
岡
市
町
生
狗
町
出
刊
L

を
刊
臨
め
る

こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
.
人
は
島
町
フ

ラ
イ
パ
ン

l
B
つ
ま
り
、
人
が
立
入
ら

な
い
鮪
拙
不
干
ゅ
の
川
刊
を
み
と
め
‘
貼

と
人
的
北
通
判
聞
の
崎
、
そ
し
て
人
的

自
由
的
喝
を
明
暗
に
す
る

e-と
て
す
.

#
凶
で
は
‘
.
-
」
こ
は
島
町
目
前
刑
円
増
で

す
.
立
入

2
h
A
で
下
さ
い

J
と
い
う

日
本
鳥
学
会
会
頭

時
的
友
を
守
り
.
北
存
町
道
を
聞
か
ね

ば
屯
リ
ま
せ
ん
.
そ
れ
は
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
身
近
な
世
界
で
努
力
す
る
こ
と

で
す
.
代
孫
子
に
生
き
る
私
速
は
身
近

令
手
口
沼
町
生
物
が
生
き
生
き
と
健
胤

に
生
き
る
主
ヲ
に
時
力
す
る
ニ
と
.
そ

れ
が
私
達
自
身
の
た
め
て
あ
る
こ
と
を

知
る
べ
会
む
の
で
す
.

同
等
の
権
利
と

自
由
を
鳥
に

ぞ
の
地
地
内

1
物
は
そ
れ
ぞ
れ
生
き

つ

99 

-ι-・也、
p
k
h
h
i
‘

E
ノ
E
F
d
K
L引
F
E

皇
噌

2

ー、、
J
E三

r

rLWも
』

-aノ
AUEbFFι

そ
の
提
言
と
モ
デ
ル

乎
何
氾
的
自
然
問
山
田
に
つ
い
て
は
県
住
市
し
ま
し
た
“
水
生
動
附
物
圭
益
い

も
市
も
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
を
た
て
、
県
人
を
宵
ん
て
き
た
ャ同
む
る
午
釘
沼
¥

は
「
県
立
印
山
捕
手
抗
自
然
公
凶
」
の
そ
れ
は
す
べ
て
の
生
物
と
人
と
の
共
存

ポ
訟
を
.
我
祁

T
市
は
「
午
代
沼
町
ほ
の
初
で
す
.
そ
町
中
で
都
一
に
私
述
の

と
リ
.
や
す
り
き
の
ま
ら
」
を
他

mL.
自

ι止
ま
る
の
は
木
内
崎
町
畔
札
泣
，

t准

柏
市
や
副
市
川
町

b
他
自
の
梁
を
公
に
で
す
.
同
仰
に
股
け

いつ
れ
た
手
口
泊
滋

し
て
い
ま
す
.
た
ど
.
そ
町
中
で
両
副
事
迫
は
.
木
町
を
凡
な
が
句
一
時
を
過

(や
そ
の
他
的
動
物
)に
吋
す
る
配
慮
は

ご
す
と
い
う
よ
7
S
日
本
人
に
欠
け
た

十
分
と
は
い
止
ま
せ
ん
.
こ
の
盲
点
を
四
回
柚
さ
を
教
え
て
〈
れ
ま
す
J
，
、
し
て
.

め
る
た
め
.
山
陥

nM研
究
所
が
昭
和
民
に
木
白
町
向
島
を
川
近
に
見
る
山
町
耐
を

印
年
同
冬
.
水
引
を
中
心
と
し
た
悶
査
味
わ
い
た
い
人
の
た
め
に
、
英
国
的
(臼

を
行
い
自
と
人
と
の
共
存
を
テ
!
?
本
て
し
す
で
に
行
っ
て
い
る
)
ミ
ン
ス

に
干
釘
沼
町
特
来
円
安
.
人
同
居
住
自
メ
ア
出
地
的
問
い
み
る
よ
う
な
「
水
島

然
的
保
全
に
つ
い
て
続
宮
を
試
み
ま
し
観
察
小
山
由
」
の
設
近
主
ど
告
処
附
し
て

た
.
そ
し
て
上
凶
円
ょ
う
屯
モ
テ
ル
を
い
ま
す
句

立
札
が

h
リ
、
ア
メ
リ
カ
向
ア
ラ
ス
カ
〈
あ
リ
ま
せ
ん
.
そ
伺
う
ち
に
‘
人

で
は
よ
品

ιも
人
と
同
じ
向
出
向
場
を
の
文
化
が
白
仲
川
会
A
岡
崎
し
、
白
川
L

与
え
ま
し
』

J
と
刊
か
れ
て
い
ま
し

M
9し
て
は
じ
め
て
、
自
問
保
泌
や

た
"
ニ
れ
り
は
、
品
を
地
時
的
問
問
と
向
阿
保
池
町
必
桜
に
白
川
が
付
与
ま
す
.

し
て
山
い
.
人
と
同
じ
自
由
と
抑
制
を
そ
ニ
で
.
窓
泊
北
訂作
句の
段
附
を
迎
え

訟
的
る
む
の
て
す
.
ニ
の
よ
う
む
似
阻
ま
す
が
.
そ
札
が
寺
巡
礼
に
む
る
と
.

こ
そ
が
.
地
球
同
盟
主
た
る
人
則
的
自
白
川
測
を
絶
叫
に
迎
い
や
る
こ
と
と
な

的
側
泊
.
野
生
動
物
保
沼
町
克
陥
な
の
り
ま
す
.
ニ
町
野
生
動
物
へ
の

E
m

で
す
.

共
作
的
思
い
や
り
が
、
文
明
人
た
る

瓜
M
K
主
資
他
と
い
え
る
の
で
す
.

鳥

島

民

即

mN

分

m半
、
形
態
学
.
解
剖
学
.
生

泊
中
な
ど
広
い
骨
叫
引
に
織
見
を
持
つ

島
知
学
4
q

大
正
5
年
東
京
制
に
生
ま
れ
.
山車

京
大
学
牢
.
同
大
型
宇
部
動
物
学
川

て
研
究
生
活
を
ス
タ
ー
ト
.
昭
相
同

年
山
町
内同
問
研
究
所
に
唱
え
ら
れ
る
.

似
品
川
人
は
軒
1
動
物
的
向
や
羽
毛
や
坑
附
臼
万
石
川出回世品
目
代
当
主
.
持

毛
庄
に
判
っ
て
。
刊
用
(
依
存
)
共
有
・

L

C
に
「
烏
阿
酬
の
研
究
¥
「図
解
脊
他
動

て
い
ま
し
た
.
止
に
人
が
衣
此
住
を
白
物
的
解
剖
¥「
鳥
矧
同
国
指
」
な
ど
が

給
し
て
自
飴
か
ら
帥
立
す
る
よ
h
J

に

な

あ

る

.
昭
和
立
年
サ
ン
ケ
イ
児
虫
出

る
と
文
明
文
化
を
山
一
-
ヲ
hmリ
、
野
生
生
版
文
化
賞
、
昭
和
四
年
度
目
本
町
学

物
へ
向
山間
心
は
刈
札
、

d
g品
品

h
-

会

走
行

を

z
q

的
過
院
に
入
り
ま
す
.
そ
こ
で
司
ス
ズ
塊
h
.
山
附
ね
制
研
究
所
刷
川
股
.

〆
.
八
十
、
カ
ラ
ス
.
y
パ
ノ
町
ほ
か
日
本
品
川イ会
会
則
.
同
防
鳥
れ
ず
会
名

は
「
杭
L
知
ら
ぬ
山
崎
」
と
い
う
人
心
世
性
会
長
.
叩
吟
思
時
十
博
上
.

長

久

文

明

人

こ

そ

意

識

共

存

の
思
い
や
り
を
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附
む
ど
に
比
べ
れ
は
ず
っ
と
制
い
の
で

す
.
尿
を
た
的
て
お
〈
と
ニ
ろ
L
あ
り

ま
せ
ん
.

'
Y
7
し
て
韓
日
川
化
に
は
成
山
し
た
内

で
す
が
「
b
H
拘
を
ど
う
砕
く
か
へ
「魁
昨

州
に
ど
う
世
必
を
岨
附
す
る
ι
ど

と

い

の

臼

L
い
ま
す
.
キ
ア

y

ン
キ
と
い
っ

部
分
で‘

尚
力
は
そ
れ
よ
り
内
州
内
主
う
川
凶
が
叫
り
ま
し
た
.
ニ
れ
に
つ
い

Y

実
的
仲
川
は

.
T
M
H泊
の
下
向
や
水

州
瓜
W
で
生
み
出
さ
れ
白
由
に
宮
を
成
て
向
は
.
問
袋
町

一
郎

に

胡

力

主

筋

肉

同

で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
こ
の

ω

山
こ
と
が
で
き
る
町
て
寸
ス
左
図
書
町
)
を
つ
け
枇
み
込
ん
だ

L
的

を

砕

き

ま

は

.

ソ

F

ベ
リ
ア
的

y
ン
ト
ラ
で
抑
制
し

成
行
に
つ
い
て
「
島
町
工
夫
」
は
徹
底

す

.
ま
と

.
K杓
と

し

て

来

兆

ゃ

い

し

た

的

色

才

l
ぇ
ト
ラ
リ
ア
町
拙
年
地

し
て
い
ま
す
.
成
行
の
じ
ゃ
ま
を
す
る
虫
な
ど
の
エ
ネ
ル
年
l
価
町
商
い
む
の
つ
は
さ
を
持
ち
大
空
を
地
ぷ
白
は
、
す
。

を
目
指
し
ま
す
.
4
町
長
眼
的
途
中
‘

の
は
窓
す

F
る
体
虫
て
す
.
特
に
什
は
を
一
位
い
時
間
で
吸
収
し
て
い
る
の
て
す
。
す
〈
札
た
作
動
能
力
を
符
勺
て
い
ま
す
.

山
内
で
し
ょ
く
見
か
け
る
y
パ
ノ
し

H
本
企
品
過
し
て
い
く
の
で
す
.
し
た

体
内
附
造
的
中
で
扱
い
郎
分
で
す
.
自
白
の
劫
山
中
の
よ
さ
は
吋
略
方
法
に
も
ニ
的
能
h
A
は

「
祖
リ
」
と
い
ヲ
現
主
に
地
り
白
で
す
.
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
は
辺
が
勺
て
.
時
と
伐
の
2
問
日
本
に
立
九

円
悩
は
鮭
川
化
の
た
め
内
部
が
盗

同

に

み

ら
れ
ま
す
.
叩
礼
問
主
ど
の
よ
う
に

い

ら

じ
る
し
〈
世
れ
て
い
ま
す
・「
祖
り
」
に
耳
に
見
ら
れ
ま
す

4
月
か
句

H
6
H
mリ
ま
す
内

む
っ
て
い
て
、
曲
皮
ル
前
う
た
め
似
蛤
肺
の
袋
自
体
が
‘
カ
ス
交
胞
内
は
た
り
と
い
う
の
は
動
杓
が
2
つ
の
地
地
司
副
ま
で
の
聞
に
打
宅
の
軒
先
弘
ど
で
こ
の
よ
う
に
地
球
蝿
肢
の
作
動
能
力

い
が
定
っ
て
い
ま
す
一
左
図
書
問
可

扶

き

と

f
ン
ブ
町
役
刑
を
持
っ
て
い
る
町
川
を
川
間
的
に
行
さ
来
十
る
成
総
で
す
“
ひ
な
を
背
て
ま
す
・
冬
が
ほ
づ
き
エ
サ
士
持
っ
て
い
る
唱
は
、

地
味
上
の
あ
ら

川
崎
や
ほ
挑
に
み
句
札
る
廿
組
み
と
向
ヒ
て
は
品
り
ま
せ
ん
.
肺
に
つ
な
が
っ
た

よ
ヲ
し
た
J
四
リ
」を
す
る
引
を

「泊
り

と

4
る
児
虫
が
合
な
〈
会
っ

て
〈
る
と
巾
る
四
川
崎
に
住
み
ウ

い
て

い
ま
ず
e

両

':
 

で

す

。

大

さ

む

袋

(%
世
)が
ポ
ン
フ
町
役
刑
を
尚
」
と
よ
ん
て
い
ま
す
.

南
町
出
H
G地
地
へ
作
動
し
舶
め
7

4

い
山
か
ら
出
辺
ま
で
世
界
的
外
大
阪

料
品
化
的
工
夫
は
内
ぬ
は

L
Aん
で
は
た
し
.
肺
は
阿
川
蝉
$
b
vu
A
を
主
リ
人
臼
本
で
代
史
的
主
班
リ
山
内
コ
ハ
ク

リ
ピ
ン
む
ど
て
冬
を
也
す
こ
と
が
知
ら

は

も
ち
ろ
ん
榊
沖
に
う
b
よ
小
さ
な
山
仰

い
ま
す
.
尚
で
食
物
を
か
み
砕
〈
こ
と
れ
た
リ
、
内
れ
た
者
気
を
出
す
庁
ス
交
チ
ョ
ウ
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
・
4

ヲ

れ
て
い
ま
す
.

々
ま
で
広
い
組
問
に
分
布
し
て
い
ま
す
.

と
附
で
の
義
骨
吸
収
的
過
阻
を
附
礼

M

出
向
は
た
句
、
き
を
し
て
い
ま
す
.
ニ
的
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
続
制
地
は
ン
ベ
リ
ア

b
勺
と
長
い
距
触
を
印
刷
す
る
凶
M

自
の
い
f
d
い
と
ふ
ろ
を
問
す
ニ
と
が
む

な
ど
的
も
の
と
比
べ
る
と
間
単
に
な
っ

し
く
み
の
お
か
け
で
.
と
り
入
れ
ん
刊
北
郎
で
す
.
6
月
か

T
V
Hに
か

け

て

ず

か

し

い

〈

句
い
で
す

A

て
い
ま
す
。
現
存
町
白
に
は
仰
が
あ
り
鮮
な
を
気
と
ぬ
れ
た
空
気
は
ま
じ
リ
あ
卯
を
必
A
.
t
r
O
H
て
ル
干
る
と
紡
柑
地

ま
せ
ん
し
‘
将
L
同
じ
大
き
さ
の
附
札

わ
ず
に
、

一
方
向
的
流
れ
と
47
4

勺
て
制
的
出
州
地
が
品
付
す
る
酬
に
.
よ
り
岐

町
中
を
ヲ
岨
過
ナ
る
の
で
吋
叫
内
と
き
カ
い
地
地
へ
向
け
て
世
し
ず
つ
作
動
し

に
時
期
を
劫
申
よ
〈
允
叶
に
他
う
ニ
と
ま
ず
.
叩
H
下
旬
に
な
る
と
北
出
泊
北

が
で
き
る
の
で
す
.

部
の
湖
に
安
全
み
せ
は
じ
め
四
円
頃

ぬ
ら
本
川
卦
地
の
湖
沼
に
集
ま
リ
だ
し
.

3
月
中
旬
ま
て
の
間
冬
を
過
‘
}
し
ま
す
.

H

そ
に
な
る
と
予
口
出
に
や
勺
て
〈
る
マ

庁
モ
や
コ
ガ
毛
令
ど
も
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

と
同
じ
よ
、
ヲ
主
班
リ
を
す
る
政
り
同
で

人
ガ
制
民
生
以
来
す
っ
と
見
つ
づ
け
て
き
た
鳥
。
人
は
、

信
仰

や

芸

術

の

対

象

と

し

て

、

ま

だ

、

日

常

で

は

食

料

衣

類

あ

る

い

は

装

飾

品
と
し
て
鳥
を
利
用
し
て
き
ま
し
定
。
戸
メ
リ
カ
の
烏
類
学
者
ロ
ジ

ャ
l

ビ
l
タ
1
ソ

ン

隠

士

ガ

「

人

間
|

賀

美

蓄

に

し

て

鯨

」

と
書

き
残
し
て
い
る
よ
う
に
、

人

と

烏

と
の

か

か

わ

り
合

い
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
ま
た
、

空
を
「
飛
ぶ
L
こ
と
ガ
で
き
る
烏
は
、
人

に

と

っ

て

大

き
怠
憧
れ
で
し
定
。
こ
こ
で
は
、
憧
れ
の
寸
飛
ぶ
応
L
を
探
る
と
と
も

巳
、
鳥
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
巳
し
ま
す
。

人
的
成
行
へ
の
刷
開
催
は
‘
晴
行
崎
町

医
虫
に
A
る
よ
と
が
で
き
ま
す
.
政
相

に
人
が
与
止
た
晴
行
機
怖
は
.
山
崎
町
形

を
ま
ね
た

L
の
で
し
た
が
.
成
よ
ニ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
“
現
在
職
ん
で

い
る
晴
行
闘
は
.
プ
ロ
ペ
ラ
と
動
か
な

い
つ
ば
さ
を
持
%
、

h
ま
リ
印
と
は
似

て
い
ま
せ
ん
.
し
か
し
司
山
内
は
ま
勺
た

く
り
と
同
じ
川
町
制
で
脱
ん
で
い
る
の
で

す
.吟

行
す
る
た
的

ιは
推

進
力
と
抽

力
的

2
つ
の
力
が
必
挺
で
す
。
飛
行
出

向
批
准
力
は
ウ
ロ
ベ
ラ

同
力
は
つ
ば

さ
で
生
A
山
さ
れ
ま
す
.
一

ド
力
闘
の
惟

地
力
は
向
山
円
凡
端
的
制
刊
肌

W
と
い
う

F

全

性

戸
M
F

胤
的

4
p

，

・
ラ

切

一君
、F

で
ベ

ー
し弘

山内

明
-

w
SF

山
川

U

・

初

F
E

却
よ
る

凶噌

官
て
す

-b

五

け

を

A
X
u
 

次 ~IJ 風切

のさえすり

以
内
ヨ

y
附
は
に
ぎ
や
か
で
す
.
オ

オ
ヨ
ン
キ
リ
が
位
伎
を
と
わ
ず
さ
え

ず
り
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
.
メ
ス
を

し
か
え
入
れ
て

f
向
て
す
る
明
耐
を

ー
み
た
的
.

4

4

ス
町
オ
オ
ヨ
ン
キ
リ
は

ヨ
y
の
て
っ
ぺ
ん
で

一
生
懸
命
に
さ
え

ず
リ
ま
す
白
川
年
内
6
月
に
‘
子

η

治
的
岸
辺
て
さ
え
す
っ
て
い
る
寸
λ

内
放
を
か
ぞ
え
て
み
る
と
、

代
日付

f

市
町
あ
る
必
ず
質
問
的
北
側
で
約
切
羽

ヨ
ン
胤
の
広
い
南
側
で
約
2
0
0
判

的
オ
才
ヨ
Y

キ
リ
が
い
ま
し
た

4

オ

す
ヨ
ン
キ
リ
の
訟
は
.
ヨ
ン
凶
的
広

が
り
を
よ
〈
世
わ
し
て
い
ま
「
"

才
4
4

ヨ
ン
キ
リ
は
、
弘
、に
む
る
と

胤
耐
ア
ジ
ア
へ
陥
り
、

S
パ
削
に
川
円

υ千
れ
泊
に
安
を
み
せ
ま
す
.
こ
す

し
た
雄
り
を
す
る
品
を
U
Qと
い
い

ま
す
.

手
釘
出
向
辺
で
は
オ
寸
ヨ
ン
キ
リ

的
ほ
か
に
.
ヨ

Y
2
イ

コ

ア
ン
サ

y

・
ア
マ
サ
キ
也
ど
が
証
に
や

っ
て

く
る
烏
で
す
。

100 

ほ
〈
南
町
問
へ
臨
合
す
る
施
リ
引
が

多
い
.
南
町
凶
か
句
帰
っ
た
雄
リ
恥

は
司
北
凶
町
制
い
瓦
の
問
.
み
な
一

斉
に
子
育
て
を
す
る
.

日
本
は
旧
北
区
町
出
来
地
地
に
位

世
し

5
0
0
附
附
以
上
町
内
問
を
見

る・
-と
が
で
さ
る
.

的一

削
て
ん
勺
た
ポ
ル
ヰ
才

Y

ベ

ワ
E

ス
マ

i
ラ
・
フ
ィ
リ
ヒ
ン
は山川

と
な
り
.
イ
ノ
ド
は
大
同
と
合
体
し

ヒ
マ
ラ
守
山
脈
を
肝
此
ニ
ヲ
し
た

大
同
町
盆
曲
が
白川
た
ら
を
分
断
し
た

り
悦
ぜ
合
h
u
た
り
し
て
.
ニ
的

地
出
聖
凶
凶
肉
池
化
的
実
験
場
の
よ

ヲ
に
し
た
.

司， I 

す ，

hLZ 
u. ~ ...J ->'p 

:み ，JFf 

..1=み I~ I!y!ゑ

b 
ft' 

d
v
v
 



第748雪

骨の内部砂
泌
、
保
体
、
地
尚
山
.
阪
地
む

ど
.
地
球
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
邸
挽
が

あ
り
ま
す
"
し
た
が
勺

て
-
地
時
全
体

に
広
〈
分
布
し
て
い
る
鳥
肉

MmM
ι

m
州出世品
川
町
F
M聞
き
に
応
じ
て
印
刷
で

一
す

地

味
屯
色
町
山
か
ら
包
ね
色
町
内同

一
ま
で
.
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
色
彩
が
見
句

w"
一
札
、

一
印刷一

附
ぞ
の
色
が
絶
妙
に
配
凶

勿

ι一
さ
れ
て
い
ま
す
旬
時

L
F憾
で
す
.
M

一
や
〈
ち
は
し
も
千
波
万
別
.
突
き
刺
し

一
た
り
、
は
さ
ん
に
リ
、
つ
よ
し
た
け

-
W
勺

ι
H7
.引
き
刷
割
い
た
り
大
l
泊

1
 

1
 

《

u
u

n
H
u
 

n句
"

ー)
 

可
/(
 

乙あ

力モ類て大lときわり

M
H

的
端
本
的
世
間
能
が
す
べ
て
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
.
こ
う
し
た
多
悌
き
ニ
そ
が

臼
が
姉
帯
し
て
い
る
あ
カ
L
G
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
.

世
界
存
地
円
引
に
日
'
王
向
け
て
み
ま

し
2
う
.
m
明
白
叫
界
中
に
約
8
6
0

0
附
川
町
鳥
が
生
弘
し
て
い
る
と
い

h

れ
て
い
ま
す
"
あ
る
脱
皮
洗
ま
っ
た
凶

川
が
.
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
ゥ
た
刈
品
川
に
怯

ん
で
い
ま
す
.
こ
の
こ
と
は
‘
哨
礼
M

G
ど
ほ
か
の
刷
物
に
も
あ
て
は
ま
り
ま

ト

e
.

;白のff鳥

品
、
何
千

n
mは
.
カ
モ

M
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
.
?
ガ
モ
‘
コ
す
そ
.
才
カ
ヨ

ン
カ
モ
.
オ
ナ
カ
ガ
モ
、

ハ
y
ヒ
ロ
庁

毛
、
ミ
コ
ア
イ
サ
む
ど
た
く
さ
ん
の

カ
モ
附
が
や
勺
て
き
ま
す
.
ニ
し札

りの

同
た
ら
は

反
シ
ベ
リ
ア
大
川
刊
で
峨
柑

そ
ニ
て
‘
世
界
同
刷
物
に
つ
い
て
巧

之
た
均
台
、

6
つ
の
地
区
に
分
け
る
ニ

と
が
で
き
ま
す
(
世
界
地
図
書
問
可

イ
ン
ド
と
取
出
ア
ジ
ア
を
除
い
た
ア

ン
ア
・
ヨ
1

0

y

パ
-
ア
フ
リ
カ
西
北

部
を
含
む
旧
北
区
.
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ

中
国
南
部

?
レ

l
荷
山崎
町
東
洋
区
ω

庁
l
ス
l
-一フ
リ
ア
・

ニ
A
l
sJ
l
ラ一ン

ド
と
そ
の
問
辺
の
品
々
的
オ
l
λ
ト
ラ

リ
ア
M
.
ア
ワ
リ
カ
町
大
部
分
と
ア
ラ

ビ
ア
南
部
町
エ
チ
オ
ピ
ア
何
時
.
北
ア
メ

リ
カ
の
祈
化
区
1

中
央
耐
ア
メ
リ
カ

の
附
柏
叩
区
.
こ
の
よ
ヲ
に
、

各
大
峰

に
は
そ
れ
w
ぞ
れ
特
徴
的
あ
る
自
が
住
ん

で
い
ま
す
.

を
し
て
.
冬
を
手
口
出
で
す
ニ
し
ま

r
e
 

甘
か

2
よ
H
泊
で
カ
モ
を
み
て
き

た
人
た
ら
は
皆

.
f目
前
に
〈
る
カ

モ
の

M
Mが
年
々
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
い

い
ま
す
.
か
つ
て
干
民
泊
に

は‘

大
則
的
庁
'
J

的
仲
間
が
た
く
さ

ん
与
て
い
た
と
記
H
さ
れ
て
い
寺
子
。

山
川
辺
に
た
く
さ
ん
の
人
が
住
む
よ

今
に
も
ゥ
て
‘
木
山
町
内
札
て
き
た
よ

と
が
恥
ね
し
て
い
る
的
て
し
ょ・
3
か“

水
刷
か
句
目
を
粧
す
と
.
陥
れ
た

ヲ
ン
的
川
に
ア
オ

リ'や
才
オ
ジ
ュ
リ

〆
と
い
う
小
山
崎
が
み
ら
れ
ま
す
"
こ

的
日

ιら
ι北
町
間
か
ら
拙
勺
て
さ

た
白
川
た
ち
で
す
.

冬
町
手
向
H
泊
周
辺
を
ゆ
?
，
、
り
出

〈
と

也
い

の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
也
山内

が
冬
を
泊
し
て
い
る
去
を
見
る
、
』
と

が
て
与
ま
す

鳥
は
色
.
府
‘
耐
え
ι
が
そ
れ
ぞ
札
地

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
と
う
や
っ
て

他
山
附
し
た
ら
よ
い
の
て
L
t
フ
か
内

把
仰
す
る
.
つ
ま
り
認
ほ
す
る
と
い

う
ニ
と
は

そ
の
杓
を
山
分
の
あ
た
ま

の
告
か
に
あ
る
分
M
訴
舶
に
あ
て
は
め

る
と
い
ヲ
ニ
と
で
す
.
分
間
的
舟
山
は

ニ
斗
に
あ
り
ま
す
同
例
え
は
唱
キ
ノ
コ

を
よ
〈
芯
キ
ノ
コ
と
'
H
川
キ
ノ
コ
に
分

け
て
吋
ひ
ま
す
.
こ
の
哨
合
は
'H
べ
拘

と
し
て
考
ノ
コ
を
分
附
し
て
い
ま
す
.

で
は
.
鳥
問
符
町
悦
内
。か
均
一
は
ど
ん

弘
明
哨
で
多
仰
な
砧
ゐ
み
附
す
る
の
て

し
ょ
う
か
.
山
内
は
「
系
統
発
生
」
と
い
もヲ

慨
念
に
叫
楢
を
お
い
て
い
る
の
で
す
.

晶
院
先
生
と
い
-
2
町
は
、
あ
る
帥
川
が
時

代
と
と
も
に
道
化
し
て
い
き
さ
ま
ざ

ま
主
眼
が
発
止
し
て
〈
ろ
と
い
う
巧
え

力
也
円
で
す
.
二
う

L
r
z柏
崎
発
生
町

出
史
少
必
に
陥
〈
と
.
あ
た
か

L
I
本

町
大
木
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、

二
同

国
ル
」
系
統
制
と
呼
ん
だ
り
し
ま
す
.
こ

の
中
で
よ
り
析
し
い
時
代
に
枝
分
か
れ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
区
で
は
‘
カ
モ

ノ
ハ

y
や
カ
ン
カ
ル

1
、
コ
ア
ラ
主

ど
に
代
世
さ
れ
る
独
特
な
刷
物
が
長

い
.
自
b
例
外
で
は
4
く
‘
廿
し
〈
阻

と
分
か
れ
た
た
め
独
特
同
町
が
道
化

し
て
い
る
.
そ
の

ι的
、
ニ
的
地
地

ど
け
に
し
か
み
句
れ
な
い
品
同
開
知

的
占
め
る
剖
骨
が
大
公
布
い
地
地恥

タ
イ
ム
マ
ン
ン
で
持
時
代
的
自
の

M
M

を
出
崎
臨
か
め
る
こ
と

ιで
き
ま
せ
ん
"

そ
の
カ
わ
り
に
地
中
に
国

b
れ
て
い
る

化
石
や
現
主
的
白
か
ら
山
内
ら
れ
る
形
的
‘

行
動
パ
タ
ー
ン
‘
遺
伝
千
的
配
列
な
ど

し
た

L
の
を
よ
り
近
時
的
仲
川
と
し
て

A
句
巾
ろ
柑
却
を
む
と
に
そ
れ
?
ご
総

分

間

し

ま

す

白

合

L
4が
ら
少
し
ず
つ
系
統
先
生
町

し
か
し

U
と
U
に
系
統
発
生
に
峠
鹿
史
を
俳
い
て
い
か
屯
け
れ
ば
い
け
ま

つ
い
て
分
附
す
る
と
い
勺
て

b
.
号
、
，
せ
ん
.

附
川中
に
は
い
き
ま
ぜ
ん
“
そ
札
は
糸

杭

分

酬
と
い
う
胤
念
は
.
臼
に
惜
し
た

誕
生
プ
ロ
セ
ス
ua地
化
何回開
史
が
先

+
一

時
に
「
ぞ
れ
は
何
と
い
う
白
か
」
と
い
う

に
は
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
.

緑
川
町
問
い
か
け
と
と
も
に
ァ
ぞ
れ
は

芯

t 
サ1

ど
ん
屯
砧
な
の
か
」
を
学
，
A
.

h

川
矧
学

的
到
連
山
で
む
あ
る
円
で
す
.

人
ム
包
島
会
一⑫
イ
イ
間
信

か
つ
て
人
は
日
を
信
仰
向
肘
換
や
作

蹴
町
同
型
と
し
て
か
か
わ
り
を
持
ち
同

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
.
し
か
し

現
在
で
は
、

偽
と
廿
の
ま
ま
の
附
係
を

保
っ
て
い
〈
ニ
と
が
雌
し
〈
な
勺
て
き

て
い
ま
す
.
人
的
努
力
川
町
大
会
〈
な
リ

鳥
肉
生
息
地
が
せ
ば
め
ら
札
て
い
〈
に

つ
れ
.
い
〈
つ
均
的
M

聞
が
絶
叫
し
ま
し

r、
一

方
人
均
的
に
絶
滅
的
危
隙
か
句

救
わ
れ
た
山
は
も
い
ま
す
.
一

時
絶
滅
ま

で
制
じ
」
つ
れ
と
こ
と
の
あ
る
ア
ホ
ウ
ト

リ
が
今
で
は
3
0
0
刷
を
か
車
、
与
句

札
る
ま
で
に
右
り
ま
し
た
‘
ニ
の
こ
と

は

人
の
考
え
方
次
第
で
.
あ
る
聞
を
絶

減
さ
せ
た
り
‘

絶
時
に
U
ん
し
た
附
で

L
川市泊

b

寄
せ
川
町
る
と
い

P
Z
つ
向
可
能

性
を
し
め
し
て
い
ま
す
.

例
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
が
手
白
地
的

目
的
と
別
相
し
た
践
し
合
し
た
い
と
考

え
た
哨
AH.

千
灯
倒
的
向
快
…
を
附
叫
す

る
当
特
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
町
と
知

句
も
い
の
で
は
さ
ま
ざ
ま
む
崎
両
で
判

4

司
ア
カ
カ
ザ
リ
フ
ウ
チ
ョ
ウ

市
品
川
区
と
は
イ
ン
ド
ネ

y
ア
向
山
崎

々
で
分
か
れ
る
が
.
ど
こ
に
附
世
界
線

を
引
い
た
ら
よ
い
か
学
者
に
よ
っ
て

窓
見
が
分
か
れ
て
い
る
.

ニ
A
l
キ
ニ
ア
町
フ
ウ
チ
ョ
ウ
や

--
A
l
y
l
ラ
ン
ト
町
キ
l
ウ
4
屯

ど
は
.
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

桁
品
川
市
区
に
此
い
て
、
住
み
つ
い

た
島
町
国
訓
が
多
い
地
地
.
サ
ハ
ラ

砂
浜
内
市
に
広
が
る
仏
大
な
サ
ハ

ン

ナ
、
コ

ノ
コ
盆
地
の
品
川
巾
耐
休
‘
リ

フ
ト
Mm谷
町
大
洲
本
な
と
的
泣
か
会

自
問
的
屯
か
に
1
5
0
0
同
以
上
司

向
が
生
息
し
て
い
る
.

背
士
協
が
分
か
れ
て
い
〈
叫
に
、

聞
に
迅
い
が
て
て
き
玄
寸
前
よ
り
正
し

い
島
〈
的
情
相
を
持
っ
て
い
る
万
が
.

よ
り
正
し
く
判
断
で
き
る
ニ
と
は
蹄
か

て
す
ζ
出
し
と
い
ヲ
U
と
つ
の
削

H
を

対
似
に
脱
政
す
る
に
け
で
し
.
そ
れ
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
仰
を
仰
る
ニ
と
が
て
き
ま
す
.
ニ

ヲ
し
た
附
酬
を
増
や
し
.
白
地
一
に
つ
い

て
の
総
統
を
少
し
ず
つ
問
的
主
が

り人

と
同
と
の
よ
い
附
係
企
保

っ
て
い
き
た

い
し
の
て
す
.

比
般
的
お
そ
〈
ま
で
イ
ン
ド
が
ほ
く

に
あ
っ
た
た
め
‘
東
洋
区
と
制
時
関

係
的
自
叫
が
ep
い
.

ま
た
‘
ア
フ
リ
カ
大
陸
町
東
に
停

か
山
マ

F
ガ
ス
カ
ル
ぬ
や
7

ス
カ
リ

ン
諸
島
に
は

.υ
と
与
わ
変
h
勺
む

恥
が
多
い
.

中
南
米
を
含
む
析
品
川
僻
区
は
、
山塊

在
世
界
中
に
み
ら
札
て
い
る
自
が
過

化
ず
る
以
前
に
.
抽
出
し
た
大
陸
と

む
り
と
ん
め
.

ニ
的
ト〈
仙
聞
に
と
り
伐

さ
れ
た
白川
'
J
げ
で
拙
山
に
進
化
し
た
.

他
的
刷
物
地
問
区
と
抗
日
岨
主
同
は

ん

Y
な
く
.
ひ
と
つ
の
動
物
地
内
医
的

中
に
け
で
み
ら
札
る
局
内
政
は
位
大

u

4

司
カ
ナ
ダ
ガ

ン

新
北
区
町
比
米
大
仰
心
あ
句
ゆ
る

羽
山
晶
刊
が
柵
勺
て
い
る
と
い
ヲ
特

徴
町
あ
る
地
出
向

。
y
キ
l
山
脈
問

抗
野
.
ミ
y
y
y
ピ
l
川
流
域
的
大

市

開

硯
郎
同
町
川
地
伯
、
叫
世
凶

に
近
い

y
ン
ド
ラ
地
帯
.
ワ
ロ
リ
ダ

宇
品
に
広
が
る
大
地
沢
地
む
ど
h
ら

ア
マ
/
〆
川
流
地
に
広
が
る
品
川
悦
仲
.

0
出
地
引
は
多
憾
な
烏
ゐ
』受
け
入
れ

る
に
充
分
$
条
門
山V
H
M

勺
て
い
る
，

ま
た
叫
川
北
区
が
さ

U
L
い
弘、を

む
か
え
る
と
.
多
〈
向
山
リ
ぬ
が
ニ

の
地
に
作
動
し
て
き
て
‘

化
的
地
が

作
を
む
か
え
る
ま
で
す
-
子

F.

ゆ
る
門
川
崎
が
A
ら
札
る
.

し
か
し
.
川
北
区
何
時
合
と
川
じ

〈、

A
C
U
し
い
気
慌
の
た
め
に
ニ
同

地
地
に
た
け
み

句
れ
る
匂
は
そ
札
ほ

ど
多
く
立
い
.
冬
に
4
る
と
南
へ
碓

リ
司
岨
冬
佐
世
唱
を
送
る
極
り
臼
的
多

い
こ
と
も
旧
北
区
と
似
て
い
る
刊
で

あ
る
『

101 
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に
わ
た
リ
柑
叫
さ
れ
て
い
ま
す
.

と
学
問
的
に
府
価
し
て
い
ま
す
.

持
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人
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υ愛
鳥
京
と
し
て
負
け

H
ヨ
E
a4
ヨ誠司
J
u
dJ謝」

H
ヨ
-
J
H
目
H
1

4
両
日
開
H

岡
田
は
少
年
時
代
か
ら
島
き
で
、
自
陣
揖
肉
武
者
小
路
町

m
k
t
」

じ
と
‘
自
ら
が
創
刊
し
た

「ア
サ
ヒ
ク

k
B
Z
1
E
=
二J

油

T
a
F
J
J
F
F
S脳
'
E同
園
田
昌

E
T
a
s乙
一
曲
目
咽
，

圃

z
t
E山
"
に
は
W
-a
Z
F
'〓
劃
剛

F
二
flu-
-b
u
d

蓄

に

b
扇
町
並
が
あ
り
ま
す
・

5に
「
白
に
杭
い
て

Z
U出
』
を

ラ

ツ

」

に

悲

し

た

自

宅

湖

畔

p

i

l
y

-

l

j

そ
の
中
で
「
隔
は
小
守
院
に
出
た
市
せ
て
い
ま
す
.
そ
の
ド
ニ
は•. 

析

ン

リ

lズ
で
.
こ
れ
は
代
品

γ
的
風
物

柳

田

園

男

、

杉

村

楚

人

冠

、

武

者

小

路

賓

篤

の

こ

と

京

2
2ほ
ど
釘
き
で
あ
っ
た

E

し
き
村
"
て
の
砧
何
十
山
と
と

ιに
-
で
す
で
も
あ
る
わ
け
で
す

が

ぶ

4

山叫
M
m
T市
と
ゆ
か
り
町
あ
る
民
俗
学
口
北
町
杭
か
句
下
総
町
出
合
に
や
っ
て
説
話
干
時
代
的
干
ス
ズ
ノ
や

y
バ
ノ
の
は
せ
ん
』
「
品
両
県
柿
』

「州市川

一昨

E
E

O
叫

-
h

J開
由
同

:

d
p

v
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い
じ
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'儀
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れ
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k
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均
一
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リ
ベ
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υ
r
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い
訪
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引い
い

ト
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叫

一

、
…
¥
ら
り
げ
し

明

A
U
-
-

、

a
rした
」

U
?
?っ

a
什

パ

イ

」

上
げ
て
汗
す
る
と
ニ

2
3
党
同

月
初

iJ'qdty--:
t

g同
県
い
で
あ
る
日
本
誌
の
て

b

J
く
b
私
的
向
好
き
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持
続

L
FH
圃
レ
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一

家
に
で
い
結
智
雄
併
し
ま
し
た

E

d
-

〓直
R

1

『
わ

hp

J
」

崎

会

問

山

附

'azgzて
出
る
」
ふ
っ
て
い
ま
す
・

由

理

的

高

官

凶

巳

こ
何
年
‘
昭
和
主
に
は

.
5

司

f，

r

主

)

年

後

の

附

和

平

に

発

足

し

ま

し

た
。

仰
同
は
批
評
宅

Z
Fに

収

『

品

組

理

」

F:主
悩
で
出
士
山
保
町
会
市
営
札
、

61
1
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:
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の

2
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3
5
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E
-
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如

何

事

-

柳
田

L
H村
島

幸

主

し

ん
で
い

の

人

号

山

容

庶

民

と

と

し

に

剛

凶

問

で

主

態

と

(話

「山

際

的

Z

-山
出

町

，

臨

粛

剛

一

ま
す
“
柳

田

は

在

先

手

加

し

ま

ら

Y
F
J
'
O

K

脳
同
一
制
作
芸
人
証
も
出
席
L

器
会
に
参
縞
」
昭
同
)
内
裏
て
「
請
し
た
休

一
一
1
l
』
河
叫
A
岨
E
E

し
た
。
記
者
で
あ
る
楚
人
冠
は
現
地

-
U
J
H・

J
J
-
め

そ
t

暗

躍

杉

山

叱

加

し

て

い

ま

す

・

系

に

巾

っ

て

・

技

量

去
最
近
の
到

一
『

1
4

-

'p
lil-
-ぶ
三

か

ら

東

京

高

祉

に

器

崎

で
・
記

ι
Y
J

、

一

-
会
d
lL'
d
p
r
明

ニ

町

「誌

の

会

」
出
踏

ま

民

ま

ま

で

を

し
た
も
の
ふ
鋭
は

「

門

刊

日

hfl
;を

送
り
ま
し
;

は

そ

の

慢

が

J

J

'

‘、

4

・珂
間

会

は

日

本

野

向
町
会
的
機
附
誌
の

「針
平
叫
で
組
問
.
数
百
円
H
oH
と
路
面
的
野
鳥
の
会
座
蕊
会
風
景
〔
「
野
鳥
」
刊
誌
干
在
伎
の
松
林
正
上
と
い
ヲ
人
て、

野

田

町

1

1

3
a
9刊
)
的
制
刊
号
か
ら
3
号
中
に
も
‘
印
象
深
い
も
の
が
刊
だ
多
い
U

創

刊

号

よ

り

)

一

緒

に

探
白
金
に
事
加
し
た
そ
ヲ
で
す
・

1 (8) 1989ω1 ごU tt5 
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き
山階鳥類研究所理事長

、b階芳l誉博士じ

鳥

と人生

山
階
鳥
傾
研
究
所
の
発
祥
地
.
都
内
渋
谷
区
南
平
台
に
、
山
階
芳
麿
理

事
長
令
防
相
た
。
品
ホ
舟
合
管
迎
え
た
趨
一
級
の

am牢
者
は
‘
周
の
知
世
に
乏

し
い
聴
き
平
に
、
柳
田
国
男
が
山
階
著

『日
本
の
鳥
類
と
其
生
鵬
首
の
批

肝
で
示
L
土
，
平
明
で
惣
切
句
な
脱
明
で
応
え
た
。

防
間
後
、
山
階
氏
自
研
究
・
樺
積
・
飼
官
か
三
位
一
体
と
伝
っ
た
人
生

令
見
つ
め
て
み
る
と
、
我
孫
子
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
、
す
な
わ
ち
柳

田
園
男
、
杉
村
楚
人
冠
、
武
者
小
路
賓
周
、
そ
し
て
岡
田
武
総
と
の
交
流

や
つ
な
が
り
を
四
時
め
る
こ
と
が
で
8
た。父

が
時
々
そ
れ
を
白
山
砲
で
申
つ
て
は
〈

製
に
し
て
い
ま
し
た
い
ま
て
し
2
、
3

政
っ
て
い
ま
す
.
舟

(問問チ

)
b
唱
が

と
て
も
好
き
で
し
た
.

父
は
地
蹴
同
市
人
で
し
た
が
.
信A
的
車

川
町
ド
イ

y
カ
ら
持
ら
帰
っ
た
則
的
本
を
学
に
む
強
い
興
味
を
肉
付
ち
.
日
本
政
同

み
て
到
し
ん
だ
思
い
出
で
し
ょ
う
か
.
内
山
岳
制
候
所
と
な
っ
た
抗
池
山
悦
制

父
は
問
、
げ
哉
の
時
か
句
ド
イ
ソ

へ

長

所

を
明
治
制
年
に
白
山
川
で
池
て
た
、
件

〈
制
学
し
て
い
ま
し
た
.
ト
イ
ソ
と
い

学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
.

ヲ
国
は
.
偽
を
は
じ
的
自
納
町
保
泌
に
父
町
科
学
問
さ
‘
械
同
野
島
は
兄
(
武

む
熱
心
な
同
で
す
か
ら
‘
彦
王
)
に
も
受
け
つ
が
れ
て
、
大
正
町

山

肌

そ

の

影

特
を
受
け
た
の
で
中
則
に
自
家
用
品
哩
訂
他
に
鼎
っ
て
い
ま

町

内

し

:

・

2
へ
州
国
す
し
た
"
・
宝
円
高
・
を
ど
と
呼
は
札

1

7

 

ド
れ
る
時
に
.
外
国
の
唱
名
な
て
、
日
本
人
と
し
て
枇
L
阜
い
明
日
自

九
一
恥
白
河
内
本
企
ど
を
た
く
さ
ん
家
川
械
金
山
議
し
た
町
で
す・

Z

R

 

-h

b

w

H

っ
て
き
ま
し
た
.
#
は

日

蜘

そ
町
臥
刊
の
本
ー
が
好
き
て
、

V
I
M
-パ
げ
ぺ
じ
い
ん
1

的
調
よ
〈
川
凡
て
い
ま
し
た
匂
そ

町一

'
r
l
I吋
円

q
u
uい
け

、ノ

臥

町
当
時
的
本
は
ま
に
カ
な

い

1
h
h
v
h
z
w
い
J
川
j
r

い
伸
一

り

干
-
正
に
あ
り
ま
す
・

ィ
小
叩
は
山
山
川
同

U
7

イ

の

生

家

(旧
東
恥
市
旭
町

t
e
J
'・

↑
目
白
唯
庶
日
川
士
見
町
、
敷
地
l
万

叫
ん
U
8
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
)

お
名
前
は
管
て
い
ま
す
が
お
目

に
町
が
旋
ん
で
く
る
と
.
に
か
か
っ
た
ニ
と
は

.

J 

‘ 

父
も
母
も
鳥
好
き
だ
っ
た

-
1
 

、

そ
れ
は
私
が
ま
と
幼
枇
聞
に
い
る
ぐ

句
い
の
時
代
に
.
父
(
山
附
宮
山
哨
山
肌
王
)

日
本
野
鳥
の
会
主
催
町
宮
士
山

篠
島
会
.
柳
田
園
男
、
杉
村
鑓
人

冠
む
容
加
.
(
「
野
鳥
」
第

4
号

よ
り
)

お
世
話
に
な
っ
た
方
々

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
.
わ
れ
わ
れ
よ

り
も
ず
っ
と
お
金
持
ち
で
、
飛
行
闘
を

自
分
で
叫
削附
し
た
り
し
て
‘
同
町
い
る

所
を
探
し
た
り
な
さ
勺
た
‘
過
ん
で
い

る
と
い
え
は
、
と
て
も
逃
ん
で
い
ま
し

た
.
山町
市
引
れ
さ
ん
円
コ
レ
ク
ン
ョ
ン
む

鷹
司
さ
ん

m
田
さ
ん
は
こ
ち
ら
帯
附
を
受
け
て
研
究
而
に
所
蔵
さ
れ
て

が
幼
惟
同
町
明
に
む
与
J

は
大
学
を
出
い
ま
す
.

た
ぐ
ら
い
年
帥
的
沿
い
が
あ
リ
ま
す
か
ニ
う
し
た
先
必
の
ほ
か
に
も
.
尚
の

句
‘
カ
な
り
的
先
端
で
す
.

研
究
伺
た
め
に
ζ
桁
川
叩
い
た
だ
い
た
方

鷹
町
間
制
さ
ん
の
一
昨
伺

H
手
術
は
‘
々
が
い
ま
す
.
東
京
大
学
動
物
学
教
虫

ヨ
1
0
ヅ
バ
に
お
ら
れ
た
割
に
、
白
川
町
時
代
は
、
静
出
先
4
.
凹
中
茂
他
削
先

本
音
非
慌
に
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
た
こ
止
ω

北
海
辺
大
学
理
学
郎
時
代
は
.
小

と
で
す
a

ぞ
れ

句
は
非
常
に
此
凪
な
本
間
州
、
牧
野
佐

一郎
向
先
宅
ほ
か
の

で
す
.
勝
司
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
彼
方
々
に
も
色
々
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
.

そ
れ
ら
の
大
切
主
本
は
拠
隙

か
り
許
附
さ
れ
て
研
表
叶
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
.

鼎
回

HRmさ
ん

M

間
半

を
た
く
さ
ん
収
集
さ
れ
た
の

で
す
が
.
残
念
主
ニ
と
に
岨

災
で
ほ
と
ん
ど
焼
か
れ
て
‘

央
む
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
f

、

し
か
し
.
品
田
さ
ん
が
み
つ

け
た
絶
叫
向
的
カ

ン
ム
リ
ソ

ク
y
a
q
モ
は
研
究
耐
に
待
附

さ
れ
て
今
も
あ
り
ま
す
.

恥
よ
り
若
い
峰
山
明
訂
正
氏

さ
ん
の
仕
事
は
本
当
の
屈
味

。"ユペ
'J パ"
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ゆ
類

吋

唱

岡

崎
h
w
d
F

江
戸
時
代
的
問
凶
制
度
に
将
簡
を

明
ら
し
た
有
名
品
市
中
川
に
、

シ
l
ボ

ル
ト
事
件
が
あ
リ
ま
す
.
そ
的
主
人

公
‘
オ
ラ
ン
ダ
商
倒
的
医
師
で
博
物

学
者
向

y
l
ボ
ル
ト
は
.
国
一
か
の
絵

図
を
ふ
〈
め
て
、

市
自
中
に
日
本
関

係
資
料
を
大
量
に
収
挑
し
、
す
ラ
ン

rへ
退
っ
て
い
ま
し
f

、

そ
の
な
か
は
制
細
な
『山崎
一知
図

mh

(川
川
町
山
居
何
回
}
が
あ
リ
ま
す
.
一白

山
近
〈
の
内
崎
町
絵
が
彩
色
で
克
明
に

拙
か
れ
て
い
て
わ
が
同
駐
仰
の
.
h
時

制
図
倍
々
と
い
う
べ
き

ιの
で
す
.

ニ
肉
図
狩
は
近
年
.

一
六
O
年
ぶ
り

カンムリツクシカ'モの棟本。世界で 3体し

かないうちの 2体.賞1Ilな黒田コレ?ショ

ンのひとつ.

に
現
柑
り
し
て
、
「

y
l
ボ
ル
ト
と

日
本
拠
』
で
一
般
公
聞
き
札
ま
し

ιe

と
こ
ろ
で
、
山
間
労
瓜
氏
は
剛
山

に
陣
太

(サ
ハ
リ
ン
)
を
糾
説

L
附

白
梅
隅
を
肌
に
し
て
い
ま
す
が
、
出

削
内
発
見
者
向
探
楠
京
川
市
林
組
は

世
相
府
側
と
し
て

y
lボ
ル
ト
事
件
に

関
与
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
.

な
お
、
山
附
白
制
研
究
所
内
図
合

中
に
は
、

y
l
ボ
ル
ト
の
臼
本
町
恥

に
関
す
ゐ
色
町

L
所
躍
さ
れ
て
い
ま

す
.
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自
刷
虫
ぽ
講
演

'ν
ち
h

華
族
の
人
々

贋
司
慣
昌
明

つ
H
H
H
u
n
-
理
学
博
士
・

鳳
園
長
徳

【1
H
N
円
ピ

邸
時十
叫
・1
。

世
帯

田

正
ω
0『

Z
5
Eコ.-

主

将

沼
早
川
州
大
図
説
』
a
z品也、

也
ど
.
日
本
鳥
学
会
々
叫
‘
日
本
山
間

『ジ
ャ
ワ
内
向
的
印
刷
』
な
ど
.
R
本

則
似
品
退
問
会
長
な
ど
を
朕
任
‘
東

島
学
会
々
到
な
ど
を
服
匂
京
大
牢
.

大
半
.

花
公
司
賞
作
信
銭
円
明
元
供
崎
町
ル
拭
脱
線
凡

(写
山
上

治
神
高
々
岡
.
(
耳
元
上
右
)

&

}

揖
須
賀
正
民
{i
H
"
"
と

邸
時ナ博
士
.

主
軒
『
ド
ド
及
び
そ
の

一
棋
の
研
究
』

日
本
生
物
地
理
学
会
々
領
.
日
本
臼

矧
保
叫咽
述
出
会
長
な
ど
を
服
任
"
保

附
旅
行
家
.
元
倣

m.此
政
院

mMM
.

{等
科
京
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4民

乙vr あ

内
局
制
学
者
、

山
隊
苛
庶
民
的
主
著
は

J
n
本
の
品
開
と
汎
生
態
』
一
一巻
(
昭

相
9
3
同
年
)
で
ニ
町
大
昔
は
ぬ
学

研
究
山
田
町
金
字
山
と
し
て
、
当
時
的
臼

ド玄
Z

や
臼
制
愛
好
家
に
出
品
川
を

ιっ
て

迎
え
句
れ
た

ι的
で
す
.
そ
し
て
こ
的

主
軒
は
.
今
H
で
は
古
典
的
地
に
述
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
‘

主
流
を
ふ
〈
め
た
著
者
向
繋
初
は
‘
世
界
中
町
新
旧
師
同
研
究
者
や
保

刊
拝
で
4
人
目
的
.
烏
聞
学
者
向
ノ
!
織
の
友
人
た
ら
に
閉
ま
れ
.
心
か
ら

ベ
ル
“
・
シ
ャ
ン
・
デ
ラ
ク
ー
ル
吋
を
の
祝
M
b』
受
け
た

一
時
は
蛇
に
感
銘

昭
和
田
年
に
受
叫
し
ま
し
た
“
こ
の
日

限
か
っ
た
と
山
附
氏
は
賄
っ
て
く

は
恥
川
町
研
究

・
保
品
・
制
拘
川
町
各
分
れ
ま
し
た
ロ

引
で
世
界
的
に
爪
川
町
な
貨
献
を
し
た
惜
デ
ラ
ク
ー
ル
吋
に
続
き
.
蛍
臼
年

戚
布
に
佼
け
ら
れ
る
心
的
で
す
.
明
者
に
也
界
的
生
物
的
保
捕
に
功
却
の
あ

が
H
M
勾
に
わ
た
り
努
力
し
た
保
設

・
向

勺
た
人
に
与
え
ら
れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

W
H

刷
で
的
問
際
的
弘
前
動
は
多
〈
何
人
ア
ー
ク
闘
な
の
第
一
組
酬
な
が
庁
ラ

々
の
よ
〈
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
h
け

ン
F
王
室
か
ら
脊
省
に
附
ら
れ
ま
し

で

す

“

た

.

そ

の

保

護

と

飼

育

と

研

究

に

国
際
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

山町
助
の
研
究
的
方

ι行
き
た
い
か
ら
、

陸
革
を
や
め
た
い
と
い
い
だ
し
た
時
に

は‘

M
M
〈
反
対
さ
れ
ま
し
た
.
し
か
し

や
は
り
印
同
研
究
へ
町
的
鼎
は
お
さ
え

が

ι〈
て

結

局

、
附
相
4
年
に
陸
軍

を
や
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
L
P

、

こ
の
こ
と
は
私
的
人
生
に
と
っ
て
大

き
な
転
機
で
し
た
，

山
階
家
鳥
山
州
同
川
本
日
開
(
昭
和
7
年
)
を

盲
黒
准
伸
一

つ
く
っ
た
の
は
‘
家
が
聞
本
な
と
て
足

的
問
み
明
が
な
く
な
る
艇
に
む
勺
て
し

ま
っ
た
の
で
、
自
主
的
向
か
い
に
レ
ノ

が
巡
り
二
階
旭
町
研
究
所
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
.
先
制
干
‘

亡
く
な
っ
た
事
的

舟
釘
干

L
研
究
所
町

一
貝
で
飼
育
を
初

当
し
て
い
ま
し
た
.

と
も
か
く
印
が
肝
き
で
.
と
T

ヲ
と
う

闘
の
世
界
に
引
っ
孫
り
込
ま
れ
て
し
ま

勺
た
わ
け
で
す
.

ー ，
')' . 
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お
名
前
は
知
っ
て
い
ま
す
.
お
会
い

し
た
ニ
と
は
あ
る
か
な

e

.

や

S

L
ケ

よ

し

a19

山

階

芳

麿

向
崎
町
学
者
。
明
治
四
年
7
月
5
日

山
階
笛
荊
腔
王
町
第
二
子
と
し
て
佳

生
1

品
自
院
中
骨
H
よ
り
陸
軍
幼
年

学
校
‘
同
士
行
学
校
を
続
て
昭
相
4

年
京
以
大
ザ
理
学
部
動
物
ザ
料
再
刊

に
入
学
.
動
物
学
的
活

mb品時
的
、

続
い
て
北
出
迎
大
学
、
小
餓
岬
教
同
日

の
下
に
細
胞
学
を
牢
ぷ
.

日
本
町
鳥
類
と
其
生

態

コールデン アーク殿章
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研
究
所
の
沿
草

山
附
ぬ
叩
研

2所
は
、
昭
和
?
年
制
。

町
平
以
都
出
谷
区
町
山
陥
家
邸
内
に
向

mm本
館
が
u
t
て
ら
れ
た
こ
と
に
拍
ま

る
.
当
初
は
、
山
附
氏
側
人
的
研
究
訟

で
あ
っ
た
が
昭
和
口
年
に
肘
凶
法
人

的
問
可
を
品
開
て
我
が
同
唯
一
向
島
副
学

的
研
究
所
と
し
て
発
吟

そ
の
後
‘
制
品
、
部
剛
、
交
挽
暗
に

よ
リ
阿
川
本
や
図
位
制
が
柑
え
雄
物
b

老
町
化
‘
侠
硲
化
し
た
た
め
.
昭
和
同

年
に
我
M
W
干
市
高
野
山
に
格
転

L
P

、

昭
和
引
年
に
は
、
札
日
さ
ま
を
附
究

所
総
曜
に
お
む
か
え
し
た
.

研
究
所
の
概
要

研
究
所
は
、
大
別
す
る
と
資
料
山
2
.

戦
前
に
鳥
を
捕
り
に
手
賀
沼
に
も

な
が
め
る
古
地
に
は
仲
が
あ
っ
て
‘
私

は
主
に
林
町
方
で
鉄
砲
を
惣
勺

た
記
位

が
あ
リ
ま
す
.
市
的
措
泊
柑
で
は
松
戸
や

別
備
に
色
村
勺
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

山
附
鳥
肌
研
究
所
が
.
こ
れ
ま
で
の

辛
口
掴
へ
は
、
時
前
に
臼
同
開
本
づ
所
{
都
内
前
谷
区
南
平
由
)
か
ら
縦
札

〈
リ
町
た
め
に
行
勺
た
ζ
と
が
あ
り
ま
る
時
は
‘
北
は
仙
ム
円
か
ら
耐
は
浜
松
ま

す
.
州
っ
た
ね
の
名
は
忘
れ
ま
し
た
が
で
た
〈
さ
ん
の
方
川
か
ら
‘
非
出
に
品
閉

そ
ん
な
に
珍
ら
し
い
闘
で
は
な
か
っ
た
.
心
な
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
.
そ
の
中

由
時
的
手
口
泊
は
陪
も
か
か
っ
て
い
で
b
特
に
我
孫
子
市
は
.
市
長
さ
ん
も

な
〈
て

.
4当
に
泌
に
け
で
阿
も
な
い
.

市
総
会
d
v
H〈
一
世
し
て
お
誘
い
く
と

水
防
は
み
な
革
が
生
え
て
い
た
.
出
を
き
っ
た
の
で
‘

相
伝
し
た
わ
け
で
す
.

ニ
れ
か
ら
の
研
究
所
内
特
米
は
、
だ

ん
だ
ん
若
い
辿
中
が
や
っ
て
く
れ
る
で

し
え
う
。

出
崎
町
博
物
館
は
来
審

ご

九
九

O
)

に
開
館
す
る
の
で
す
か
.
そ
の
時
、
北

は
叩
歳
に
な
り
ま
す
.
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4、f 、‘::'，
1- 11 、f

1， ~， 

; ~ 11 . ロ
f:.' i-，. 

'・，'，
1，: 

I ， 
!I'、"
.'.' ‘: 

J:l1/I':1 

当
時
的
烏
矧
介
矧
が
形
態
骨
矧
を

主
と
す
る
こ
と
に
続
問
を
飽
き
、
細

胞
半
、
特
に
焼
色
体
を
用
い
て
分
制

す
る
こ
と
の
よ
り
合
理
性
を
処
叫
.

分
制
年
昨
に
組
組
を
純
起
し
た
.

昭
和
げ
年
7
月
肘
聞
法
人
山
附
烏

制
研
究
所
を
設
立
"

昭
和
臼
年
、
デ
ラ
ク

l
ル
官
、
凱

日
年
ゴ
ー
ル
デ

μ

ア
ー
ク
第

一

拍
酎
市
を
受
け
る
.

-
S
L
'K

Eh
J

ノ

-
P

吋

I

h
川
河

t
r
'
e
h
H

白
川

1
ト

‘

J
司

j
'
1
1
1
E
lt
l
d
F
d

-
}
ー、リ
J

3

‘、

‘
!

l

i
f
t

-
J
L
 

布
佐
出
身
何
気
象
半
者
向
岡
国
武

松
博
士
的
伝
記
で
あ
る

『附
田
武
松

伝
』
に
は
‘
興
味
掃
い

'こ
と
に
山
附

労
庖
氏
の
父
術
邸
主
が
拙
て
た
筑
波

山
叫
刷
所
に
つ
い
て
止
め
憾
に
院
さ

闘111武松と山階官

筑波山観測所 1

あ
り
が
と

7
・・・・・
.

る
・
悦
京
地
地
・
削
洋
旅
及
川
憎
ん牛
問

研

究

室

の

規

模

を

誇

る

は
世
界

t
i
l
-
2
m
1
3
3研
き

語

研

究

事

f
f
l
i
v
-
-
I
1
‘

.

虫
な
防
本
と
し
て
は
‘

2
ラ
イ
ナ
イ
あ
る
.
栴

133研
究
車
で
は
.
そ
れ

一

=

冒

問

司

冨

E
e
曙

A
V
n
-
h
h
MU

官
官
F

ン
コ
リ
ョ
コ
ウ
ハ
ト
な
ど
の
絶
叫
町
ぞ
札
テ

1
7
合
法
的
で
附
有
国
州
議
研

E何
綱

相

演

沼

田

覗

ヨ

百

円

ま
た
ミ
ヤ
コ
シ
ョ
ウ
ヒ
ン
、
ヵ
ン
ム
リ
遣
で
は
.
台
前
川
町
足
閣
を
つ

y
タ
γ
カ
モ
、
ヤ
ン
ハ

ル
ク
イ
ナ
な
と
け
‘
班
り
の
H
H
尚
や
生
態
会
刑
判
べ
る
向

棺
本
出
.
山
口
岬
.
研
究
訟
に
分
か
れ
て
ま
た
、
島
に
附
す
る
械
々
な
問
い
合
同
学
術
的
に
極
的
て
血
艇
な
タ
イ
プ
帽
制
師
同
制
問
先
を
行
勺
て
い
る
.

い

る

.

わ

せ

に

判

L
て
.
正
確
で
質
的
高
い
仰
本
L
1
2
1
配
収
蔵
し
て
い
る

.

v
一
個
見
半
日

仏
内
甑
4
金
附
円
.

資

料

室

械
を
総
供
し
て
い
る
・

'

書

庫

事
前
に
屯
純
子
的

Z附
に
数
多
〈
あ
る
帽
本
図
む

襟

本

室

鳥
昔
、
中
心
と
す
る
内
外
的
聞
記

v
E相
官

益

金

官

午

附

叩

の

管

思

会

行

っ

て

い

る

.

約

6
万
山
。
の
僚
本
が
収
め
ら
れ
て
い

2
万
怖
で
附
成
.
こ
の
中
に
は
‘
現
在
時

s正
午
、
午
後
l
時
6
4時
的
八
万

で
は
入
手
し
睦
い
印
字
に
附
す
る
古
典

マ
所
在
地

尚

野

山

11
52(即

)1

識
や
、
英
同
ピ
ク
ト
リ
ア
ヨ
訓
剛
司
陥

1
0
1

(
川
副
地
図
書
問
一

飢
本
が
含
ま
れ
て
い
る
.

V
山
陥
鳥
矧
研
究
所
的
シ
ン
ボ
ル
.

こ
の
ス
テ
ン
ド
ク
ラ
ス
に
は
‘
右

か
ら
旧
北
区
町
ア
カ
ン
ョ
ウ
ヒ
ン
、

東
洋
区
の
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
豪

州
区
系
サ
イ
パ
ン
島
町
ン
ロ
ガ
ν

ラ
Y

ヨ
ウ
ヒ
ン
令
あ
勺
わ
し
、
広

く
東
亜
太
平
洋
産
山
崎
傾
を
研
究
す

る
自
帽
告
裂
回
し
て
い
る
・

企
沖
縄
て
舟
見
さ
れ
た
ヤ
ン
ハ
ル
ク

イ
ナ

れ
て
い
ま
す
。

「
明
抽
出
年
6
月
H
目
、
山
崎
白

剤
成
主
制
下
が
中
央
気
象
古
を
肪
附

さ
れ
hr.-

・
・
山
県
紡
は
歓
止
に
及
U

M
年
に
な
っ
て
附
京
地
方
向
ど
こ
か

円
高
山
に
気
鋭
叫
削
所
を
設
け
た
い

が
、
ど
ニ
が
よ
い
か
と
相
同
や
岡
田

{
武
怯
)
に
相
却
さ
札
た
J

「
拙
ら

の
す
す
め
に
よ
っ
て
筑
雄
山
を
選
ん

だ
剖
時
五
は
・
直
に
油田訟
に
精
弔

さ
れ
た
.
泌
物
は
年
末
に
完
成

L.

山
崎
直
筑
波
山
観
測
所
は
迎
年
一
月

一
臼
か
ら
観
測
を
附
抽
し
た
己
「
川

年
4
月
山
防
官
荊
取
王
は
病
鰐
〈
、

つ
い
に
5
月
Z
臼
亡
く
な
ら
れ
た
U

『盟
叫
年
4
月
.
筑
池
山
剛
院
所
は
.

自
家
よ
リ
聞
に
寄
贈
さ
れ
.
中
央
凱

隻
同
付
属
筑
拙
山
剛
候
所
と
し
て
、

気
象
人
態
散
の
ヲ
ち
に
‘
宇
田
川
や
気

鋭
事
業
に
大
き
〈
貢
献
す
る
第
一
事

を
踏
み
だ
し
た
U

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
新
鋭
的
奴

級
学
者
向
岡
田
武
怯
が
.
当
時
と
し

て
間
期
的
な
山
附
山田
が
柏
崎
て
た
武
法

山
肌
測
所
肉
強
般
に
関
わ
り
.
大
き

〈
気
象
事
採
に

H
献
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
十
.
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世
界
@
島
@
仲
田
拶

之

鳥の博

ぴif) 第748号

我
孫
ヰ
晶
巾
は
で
き
る
，
鳥
の
情
物
館
n
は
巳
本
で
初
め
て
の
、
そ
し
て
憎
界

で
も
診
し
い
、
府
傾
専
門
の
幡
物
館
-
.
こ
の
隙
物
館
は
、
世
界
申
の
腐
の
縄

本
展
示
を
は
じ
め
、

臓
の
生
活
を
ビ
デ
オ
や
ジ
オ
ラ
マ
(
立
体
塵

m)
で
紹
介

し
、
ま
た
、
腐
の
は
ば
た
き
を
実
体
顧
す
る
灘
し
い
コ
ー
ナ
ー
芯
と
も
で
き
ま

守
.
鳥
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
古
る
間
物
館
は
、
規
在
、

ω年
春

の
オ
l
フ
ン
に
む
け
て
、
山
階
鳥
頬
研
究
所
近
く
の
高
野
山
巳
建
殴
申
で
す
.

ご
期
得
く
だ
さ
い
.

こ
の
占
ヲ
な
地
訟
を
も
っ
館
内
を
U

幻

と
め
ぐ
ワ
す
る
と
、
指
し
い
中
に

い
つ

の

起

澗

と

進

化

引

の
ま
に
か
鳥
?
-
と
や
白
肌
?
」
と
が

(

烏
町
同
拘
館
は
.
常
惣
展
示
と
年
教
祖
僻
で
き
る
し
〈
み
と
な
勺
て
い
ま
す
.

品取古
町
同
町
化
石
と
し
て
知
ら
れ
る

印
刷
航
さ
れ
る
企
師
皮
肉
ほ
か
‘
鳥
矧
入
館
者
向
皆
さ
ん
が
伺
よ
り
む
興
味
拍
山
内
町
を
中
心
に
.
出
か
ら
険
上
に
生

資
料
的
収
集
や
叫
由
民
，
関
車

A

ナ活
動
に
も
を
持
つ
展
示
は
.
周
辺
地
情
的
自
然
帥持
活
を
ひ
ゐ
げ
た
生
物
が
、
や
が
て
空
へ

力
が
そ
そ
が
れ
ま
す
.ま
た
.
摘
出
や
#
を
拍
勺
た
4

am
H
沼
町
向

m・
と
、
a
問
そ
持
い
上
が
り
防
矧
へ
と
迎
化
し
て
い
勺

帥
捕
直
.
映
閉
会
.
野
外
で
は
探
助
金

内
も
の
を
ぬ
っ
た
.
自
M
学
ヘ
そ
の
こ
た
過
儲
を
紹
介
し
な
が
ら
、
鳥
肉
ル
ー

な
ど
の
教
育
普
且
活
動
し
広
〈
曜
リ
込
つ
め
テ
l
?
で
附
成
き
札
ま
す
.

y
を
保
っ
て
い
き
ま
す
.
向
矧
が
照
虫

ん
で
い
き
ま
す
.

期

か

ら

巡
化
を
は
じ
め
‘
そ
向
後
ど
の

こ
向
島
町
一博
物
師
は

.
4・
を
脳

け

主
ヲ
な
過
棋
を
縫
た
か
を
鳥
的
地
化

材
と
し
た

Eざ
ま
な
テ
?
を
科
学

手

国

沼

の

属

掴

部

長
悦
品
に
、
現
代
的
助
へ
の
進
化

的
な
限
内
で
従
え
る
地
設
な
の
で
す
.

心

的
糸
口
を
保
っ
て
い
く
の
で
す
。

ド
ー
ム
山
内
川
天
井
を
も
っ
三
階
地

現

在
的
手

n泊
町
自
然
と
、
そ
ニ
に
ニ
内
壁
市
町
中
で
、
始
川
島
町
レ
プ

て
の
館
内
に
は
‘

常
設
の
展
示
室
と
企

生
活
す
る
鳥
た
ら
を
巾
人
物
大
で
y
オ
ラ

リ
カ
が円
札
場
'
￥
干
.
こ
の
中
町

一つ
は

聞
葉
市
司

帽
本
な
ど
の
資
料
を
管
理
マ
展
示
し
ま
す
.

ベ

ル

リ

ン

壁

一

1
而
平
川
)
と
林
さ

版
刷
す
る
胆
班
雌
‘
開
本
的
保
存
処
理

平
怖
や
場
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
間
酬
を

れ

.

現
存
す
る
拍
問
自
化
石
岡
町
本
町
中

の
た
め
の
〈
ん
ぷ
盆
な
と
向
山
咽

訟

が

あ

A
せ
る
手
口
出
向
附山
V

イ
と
と
も
に
、
岨
て
は
一
番
央
し
い
と
さ
れ
る
も
の
て
す
.

り
ま
す
.
ま
た
.
鴻
捕
や
脱
出
も
附
〈

で

保
問
.
休
息
.
鳩
州
、
辺
地
す
る
四
ニ
町
ほ
か
に
も
.
一
九
五
一
年
に
党
姻

こ
と
が
で
き
る
レ
ク
チ
ヤ
ー
ル

I
ム
平
内
臼
円
安
全
立
体
的
に
見
る
ニ
と
が
さ
れ
約
四
年
間
、
小
出
向
恐
竜
だ
と

や
実
験
室
.
き
句
に
入
館
内
地
目さ
ん
に

て
き
‘
そ
れ
は
館
内
に
い
な
が
ら
に
し

忠

わ

れ

て
い

た
‘
拍
川
ぬ

・
ア
イ
ヒ

白
内
情
報
を
縄
供
し
た
ハ
ヘ

自
の
勉
強

て
.
泊
の
ほ
と
り
に
立
つ
思
い
に
し
て

y

a

テ

y
ト
保
本

が
で
き
る
資
料
諮
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
れ
る
む
の
で
す
.

む
見
ら
れ
ま
す
.

、F

JH
H
ー
し
け
い可
，e

‘
司

岡
内

f
.

，a司
E
日
け
川唱

一
町
川

ン/
'
門
戸
t
v
¥

・空
〆
叶

λ
JV
'A

dF
J'川
川

町

‘

一

-'. 

自
@
島
信
オ
オ
パ
ン

応
募
数
最
多
の
日
通

)
 

多
…栂
な
鵬
の
世
界
叩(

 

ト
l
ム
叫
十
日
川
天
井
町
広
い
ス
ペ
ー
ス

に
、
現
在
‘
世
界
で
観
烈
す
る
ニ
と
的

で
き
る
偽
た
ち
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
、

分
間

展

示
さ
れ
ま
す
.
世
界
的
山
崎
町

中
か
ら
代
表
的
世
仲
間
を
全
て
は
〈
製

こ

部
写
真
}
で
制
令

ま
た
、
鳥
た
ら
町
生
話
コ
ー
ナ
ー
む

あ
っ
て
‘
四
し
み
の
あ
る
刷
局
内
生
活
情

悼
を
、
ビ
デ
オ
や
コ

ン
ビ
A
l
タ
士
使

っ
た
ハ
イ
テ
ク
暁
憎
で
い
き
い
き
と
し

た
動
舎
町
あ
る
表
現
で
組
介
し
ま
す
.

そ
の
ほ
か
、
白
と
人
と
の
か
か
わ
リ

金
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
や
島
町
は
は
た
き

を
筑
間
附
に
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
つ
く

ら
札
る
予
定
で
す
.

判
郁
子
市
町
一J
J
J

ポ
ル
と
な
る

「市
町
内
‘
に
4
4

オ
パ

ン
(
大
胡
)

山町
決
ま
り
.
昨
年
同
月
l
日
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
.

'li?s.n・Tイヒン 1テ '1 ，. t':i;{、
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『向
と
人
と
的
共
存
」
そ
れ
は

私
た
れ
り
に
と
勺
て

一
つ
の
大
与
な

テ
l
?
で
す
.

今
回
は

「酬明
』
に
ス
ポ
γ
ト
を

あ
て
.
特
擁
し
ま
し
た
.
い
か
が

で
し
た
て
し
ょ
-
ヲ
か
.

本
特
峡
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
軌

暗
阿
っ
た
方
々
を
拍
的
、
協
力
い

た
だ
い
た
山
郎
防
飢
研
究
所
.
日

本
町
学
会
.
日
本
計
白
川
町
全
フ

ン
ボ
ル
ト
大
半
.
ユ
ラ
博
物
館
、

ラ
イ
デ
ン
開
立
民
朕
博
物
館

.

H
A

焦
げ
.
y
l
ボ
ル

1
2・
2
ル
.

柚
市
史
捕
さ
ん
員
一
我
弘
子
市
史

研
究
セ
ン
タ
ー
、
制
内
位
削
ptγ
氏

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
.
本
特

識
は・
一広
山法
一
時
日開
を
申
い
在
、

社
会
教
育
畑
町
市
史
備
さ
ん
-異

同
吋
桃
保
令
h
m
‘
市
民
図
書
館
町
各

行
政
七
ク
ン
ョ
ン
が
迎
惜
し
て
企

画
・

綱
取
に
あ
た
リ
ま
し
た
.

あ
り
が
と
z

ヲ
ご
ざ
い
ま
L
P

、

市
町
同
町
曜
日
也
に
あ
た
っ
て
は
広

〈
市
民
か
ら
公
募

3
0
8
過
の
応

#
が

h
リ
ま
し
た
.
市
中
足
凪
由
は
.

①
応
募
数
(日
通
)が
般
む
多
か
っ
た

こ
と

③
手
創
泊
で
一
年
を
過
し
て

日凡

句
れ
る
こ
と

①
辛
口
氾
で
企
図

に
問
が
な
い
ほ
ど
多
〈
見
ら
れ
る
こ

と
@
鼎
い
体
で
制
が
白
〈
識
別
し

や
す

い
ニ
と
で
す
e

オ
オ
川
ン
は
.
y
ル
目
ク
イ
ナ
判

に
脆
し
‘
日
本
、

ユ
l
ラ
y
ア
大
山聞

の
温
情
地
地
、
イ
キ
リ
ス
‘
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
む
ど
に
分
布
。
臼
本
で
は

北
海
道
と
本
州
中
削
以
北
で
鱗
酬
し

ま
す
.
哨
円
先
か
句
尾
山
ま
で
約
四

日，、
ち
ょ
う
ど
小
型
的
ニ
ワ
ト
リ
〈

ら
い
の
大
丸
尽
き
.

水
車
町
多
い
訓
描
に
生
息
し
、
ホ

首
小
企
業
立
と
し
て
い
ま
す
.



第748号

民・イ刻康健
保
健
セ
ン
タ
ー
で

4 ・4

湖
北
台

1
の
ロ
の
ほ
叩

(湖
北
駅
南
口
徒
歩

2
分

g
u
l
-
-
3
1
 

し
あ
わ
せ
学
級

子
献
を
生
A

W
H
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
.
二
夫
婦
で

巧
え
て
み
ま
せ
ん
か
.
ぜ
ひ
‘

ζ
世

間同

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
.

F
-
F
一
マ
日
時

l
月
目
白
(
土
)
午
前
9
時
却

4.一
分
か
ら
日
時
叩
升
ま
て

(受
け
付
け
は

v

一
当
日
会
場
で
午
前
9
時
か
ら
)

引

μ
一
V
内
容
*
同
ミ
リ
暗
証
，
「
師

tJTの

一
為
、ず
な
」

*
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
町
入

e
h一
れ
方

(
実
関
)
*
割
に
な
る
と
い、

2

4
0
一
と
は
(
結
}
ホ
そ
内
他
相
餓

面
〕
間
凶

一
マ
時
間

午
前
9
時
却
骨
か
ら
日
時
却

一
分
ま
て

(揖
3
囲
内
A
午
後
l
時
か
ら

一
3
時
ま
で
)

一
V
悼
門
書

母
子
館
山崎手
械
お
よ
び
筆
記

一
用
具
は
毎
回
持
事
.
第
1
回
目
は
パ
ス

一
タ
オ
ル
ー
は
.
第
4
回
目
は
さ
ら
し
布

も
う
、
一
人
で
ス
ベ
リ
ム
ロ

滑
れ
る
よ

官
山
由
時
恥

〈
ん

(
白
山
・
4
1
歳

3
か
月
〉

(5) 1989. 1 

1
5
0
開位、

晶、

針
-
は
さ
み
.

7

チ
針
ル
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

4

司
回
線
学
級
日
程

1月98

育 第1回
(丹}

お盆の世直径珂(1"

児 !lI2固
1月18目 妊t盟中的自H出生
(水) 岡 村 側、刊の鎚蟻

相 !lI3白
1月剖日
{火} 経(\!中~!iの予防(I!í防の酷}

談 9際4回
1月30日 酬 の軸 乎づ〈什ム y

(月) 請、九ゃんの聾:1

生
挫
3
・
4
か
月
町
劫
ら
ゃ
ん
を
中

心
に
渇
%
ゃ
ん
体
燥
を
行
っ
て
い
ま
す
.

手
足
を
よ
く
動
か
す
句
}
と
な
ど
お
母
さ

ん
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て、

事
ち
ゃ
ん

の
成
長
を
す
ば
ら
し
い
も
円
に
す
る
ニ

E iLift'l 

と
が
で
き
ま
す
.

V
相
殴
内
容
身
体
制
削
.
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
持
益
相
賄
.
問
料
相
獄
、
保
健

銅
円
相
組
な
ど

出
乳
児
睡
斡
は
母
子
睡
庸
手
帳
町
揖
朝

券
(
3
3
6か
月
用
、

9
3
1
か
月
府
)

を
利
用
し
医
山市
岨
闘
で
受
け
ま
し
ょ
-1

4

司
育
児
相
級
日
程.9叩-9:30 (政由児} 豊

.9:30-10:30刊の世間制'J，時} 付

-昭相63年9月生(過釦カいきます)封

_0-6既(相聞のゐる方} 融

ー
餓
6
か
月
兜
健
康
惨
査

ー
歳
半
円
明
は
‘
基
本
的
な
生
活
問

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切
な
時
期
.

紘
当
月
に
受
け
ら
れ
な
か
勺
た
方
も

ζ

利
用
〈
だ
き

つ

-v
持
審

問
干
惜
珊
手
M

眠
、
間
持
政

(延
而
も
忘
れ
ず
に
配
入
し
て
下
さ
い
)

‘1鰻
6
か
月
児
健
康
膨
董
日
程

V 町
時 て'当 l軍軍

間お .~ I'E: 

長 官 現 I~
i とオ由 l
時う絞 1-
30ぞむ 川表

立 主11
30 す

車hhr
ミ荒Z
ニ木

大↓営io 

好ウ〈 み
きスん Z

月

一

健

康

メ

モ

@

性
会
に
か
か
う
た
あ
と
細
車
二
次
生
照
明
む
関
係
し
ま
す
・

同
器
に
も
惑

審

査
ぽ
す
こ
と

一

二
2
5

震

に

よ
り
、

引
き
続
い
て
起
っ

て

〈

号

、
題
名
に
「い
わ
ゆ
る
蔀
限
定
」

が
あ
リ
手
・
惚
力
障
害
や
限
定

一

一
刷
卵
胞
は
品
股
と
小
さ
な
穴
や
管
る
わ
け
で
カ
ゼ
宏
得
促
と
も
い
わ
れ
と
僻
き
ま
し
た
が
・
実
は
か
ら
だ
の
と
骨
な
ど
の
眠
症
状
、
中
耳
虫
、
咽
顕
炎
一

一
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
側
面
的
て
い
ま
す
・
カ
ゼ
の
あ
と
い

つ
ま
で
も
こ
か
の
盛
岡
に
股
が
た
ま
る
状
態
を
蓄
に
な
り
や
す
く
、

気
管
支
室
、
禁
固

一

一
骨
丹
空
間
(
空
洞
)
を
い

い
ま
す
・
刷
ぬ
汁
・
品
づ
ま
り
が
い杭
く
よ
ヲ
な
時
、

肢
と
い
い
、
剛
山相
腔
の
帯
限
が
舷
も
多

支
拡
町
田
症
の

Mm因
と
主
る
こ
と
が
あ

一

一
品
肢
と
い
ヲ
の
は

一つ
だ
け
て
な
〈
・
特
に
ネ
バ
ネ
パ
し
た
悲
色
町
詳
が
い

の
で

主

眼

と

い

え

ば

虫

病

気

と

り

手

。

一

一
止
の
四
つ
の
制
が
左
右
に
あ
り
ま
す
。
出
る
時
は
陪
県
を
受
け
て
下
さ
い
.
炎

一

般
に
思
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
正

随

最

後

に

ニ
つ
ほ
ど
注
意
し
て
い
た
一

白
川
上
顎
嗣
・
品
の
摘
、
白
町
下
町
矧
症
が
強
い
時
に
は
苑
鼎
感
般
と
い
つ
に
は
削
品
位
虫
と
い
う
べ
き
で
す
.
削

だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

一
の
奥
に
あ
り
、
も
っ
と
も
大

Z
む

た

Z
?っ
な
症
状
的
ほ
か
・

目
的

品
費
は
す
べ
て
が
肢
が
た
ま
勺
て
い

一
つ
は
の
づ
ま
り
の
時
、
鼻
の
通

一

一
の
で
す
.

ま

わ
り
や
傾
‘

頓
な
ど
が
摘
み
ま
す
。

る
状
儲
(
帯
臨
)
で
あ
る
わ
け
で
は
な
〈
‘
り
を
よ
く
す
る
点
ぬ
磁
的
多
量
使
用
、
…

…

岩

洞

卵

白

町

あ

い

だ

に
あ

E
a
E
E
F
-
L
'
T
い
わ
ゆ
る
J

長
期
迎
用
は
さ
け
て
下
さ
い
・

E

い
く
つ
か
の
小
さ
な
同

主

ま

叫

目

ιヨ国，』田・
E
9
h，
‘

~

一

用
て
薬
物
性
向
舟
と
い
わ
れ
る
差

一

…じ
れ
い
わ
が
奥
告

書
屋
事
臨
量

一首
圃
症

J
C
一一込
訪

日
町
役
に
あ
り
ま
す
a

こ
の
よ、フ
に
カ
ゼ
(急
性
典
史
)
か
句

枯
班
が
た
ま
っ
て
い
た
り‘

枯
闘
の
肥
ま
す
・

一

一
切
削
訊
耐
目
と
自
の
あ
い
だ
の
翻

刷
鼻
胞
央
を
起
ニ
す
も
の
か
忽
性
的
刷

厚
が
主
て
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
a

も
う
一

つ
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
一

一
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
.

白神
腔
員
と
い
い
、
陪
ん
ど
は
慢
性
に
な
地
位
制
品
位
央
に
む
り
ま
す
と
仰
の

鼻
の
か
み
方
を
正
し
〈

し
っ
か
り
一

一

こ
の
よ
る
岡
町
内
部
は
い
す
れ

与

に
泊
っ

て
し
毒
ヲ
む
町
て
す
が

症
状
以
外
に

揺

を
と
も

す

こ
と
が
と
教
え
て
下
さ
い
・
必
ず
片
側
ず
っ
、
一

一
も
枯
股
に
お
お
わ
れ
・
中
に
空
気
が
組
閣
の
姐
柑
叫

れ仰の
構
造
、
帖
眼
的
状
多
い
も
の
で
す
・
頭
痛
は
前
頭
部
、
鼻
軽
く
、

フ
1
ン
フ

ン
と
か
む
よ
う
一

一
入
っ
て
い
ま
す
・
ニ
こ
に
虫
症
を
起
恕
・
体
行
な
と
に
よ
っ
て
は
泊
り
き
ら
間
部
に
強
〈
、
後
煩
師
だ
勺
た
り
‘
踊
に
し
て
下
さ
い
・

山仰
を
か
む
沼
慣
を

一

一
こ
し
た
も
向
。
柄
引抑腔
虫
と
い
う
の

ず
に
慣
性
的
副
鼻
腔
員
に
な
る
わ
け
て

町
芯
・
と
い
う
こ
と
も
あ
リ
ま
す
正

た

‘

つ

け
さ
せ
る
こ
と
は
有
抽
て
ニ
れ
一

一
で
す
が
.
上
碩
綱
良
が
多
〈
、
再
い
す
.
憎
性
刷
鼻
腔
虫
は

4
hも
関
係
す
い
つ
も
聞
が
成
〈
て
集
中
し
て
仕
事
が
だ
け
で
軽
症
の
も
の
は
改
普
す
る
こ
一

一
で
筒
骨
耐
会

多

く
み

り
れ
ま
す
。

る

と

い

わ
札
ま
す
が
、
こ
れ
は
ぬ

S
E
t
-白
意

悲

喜

リ

知
的
作
と
が
あ
リ
ま
す
・

一

歩
〈
は
カ
ゼ
何
時
町
並
佐
川
ハ
批
が
池
、
体
質
主
ど
が
明
子
で
似
て
い
る
こ

業

の

能
串
が
下
が
り
.
学
湿
の
血
組
内

V
問
い
合
わ
せ

我
誠
子
市
医
師
会

一

一
原
悶
に
主
っ
て
、
と
い
う
よ
り
も
担
と
に
よ
る

主

主

主

、義

尚

低

下

町

一
因
と
む
な
り
手
。
ぬ
以
外

宮
(回
)
5
5
2
5
一

「

1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
11
1
1
l
i
l
i
-
-
11
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
il
i
l
i
-
-
1
11"

分
(
受
付
午
後
l
時
か
ら
1
時

四

骨

}

制

下
痢
、
発
熱
そ
の
中
心
配
む
と
き
は
、

4

司
ツ
反
お
よ
び
判
定
B
C
G
日
程

V
申
し
込
み
地
隠
予
約

マ
申
し
量

産

セ

ン

タ
ー
へ

包

括

土

遺

伝

2
お
い
で
〈
だ
さ
い
・
訂
引

川

副

司

引

引

J

V

姐
:

経

内

科

医

山

述

郎

先

生

ま
た
は
也
控
お
い
で
く
と
き

い

.

「

刈

州

川

到

叫

刈

阿

叫

}

汀

什

叫
什
け
斗
汀
叶
叶
什
引
斗

毒
』
り
悪
霊
日程

応
W
同
防
同
院
同
同
」

τ川
f
坐

τ川
比
村
↑

1
1
1
1
1
11
Il
li--
1
I
l
-
-周
目
旦
火
}
一
1月
日
旦
さ

-

V
対
融

昭
和
田
年
9
月
以
前
に
生

ま

「

Ill
1卜
1
十↑I
l
l1
ト
ー
し

い
し
い
ね
日
付
日

嗣
側
聞
閣
閏

マ
時
間

午
抽
1
時
日
分
か
句
2
時
却

心
的
悩
み
を
持
っ
た
方
向
た
め
に
附

分
ま
で

神
衛
生
相
持
金
作
っ
て
い
草
す
.
心
伺

マ
持
害

時

干

他

山

相

手

械

持

ち

力

や

考

え

方

U
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん

出
発
熱
な
と
心
配
む
と
舎
は
主
治
医
に

変
わ
る
も
の
で
す。

U
と
り
で
怖
ま
な

相
践
的
後
お
い
で
〈
だ
答
勺
い
て
気
桂
に
ご
利
用
〈
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
医
織
機
関
で

止
の
予
防
接
舶
は
医
療
出
関
で
受
け

内」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
.

て
く
だ
さ
い
.
古
お、

実
施
医
抑
機
関

V
持
嘗

母
子
瞳
牒
手
帳
と
印
鑑

は
.
『我
晶
子
市
保
随
セ
ン
タ
ー
内
ζ

袋

V
費
用

時
半
附
ま
て
無
料

1月10自 身近"健構法(1話)
リマ {火} 体t込{深呼明J与を動かす品本}

ヒ 1 )j 1 7.BI ~除こま問す')状.}傾向子お百が高ら高休
)方生ワ (火) 態をみな 栂を円い

l 月2<日 正しい干q由帥‘腰町に痛みつ予がい防て島肉方体とl白そ ヲ町?ろI 
匂 (火 )- I ~士急
与ン 1月川 22t断.栄量的パラ ノスをとる

{火}

-v
対
象

昭
相
臼
年
7
月
以
前
に
生
ま

れ
.
ポ
リ
オ
姶
与
を
2
度
柄
ま
せ
て
い

も
い
礼
幼
児

(
1
悶
自
主
2
回
自
の
間

隔
は
6
週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
可
対
説

児
に
は
通
知
し
ま
す
.

マ
日
時

1
月
剖
日
(火
).

l
月
四
日

{
本
)
、
午
後
l
時
日
分
3
2
時
叩
分

-v
持
書

母
子
他
峨
手
州
刷
、
問
診
挟

一 麻

町 y 百 種 {ま
7 日 L 

(~ テリぜ ilt ". 
I~ ア会 合

疹

て凶 がと 11

?世、三畿円 E主
被回時l措国聞2ー認いまL4剛生fをi8健の足生自

， 4おVl2生4者ヨ山

iiiii ぃ両か"・ び一

1a品五 接幽
l 週内 後字陸る劫町見 か月幼児 期

上年以け.1>田間て3ニ" 1 ， -
の(問

内に 臨l 

号よかu号(~flag:) 1 月の目程(~~)

水

105 

日|ステーション畠 i 場 所 時間I平面7
|中 峠 い炉 峠 血 田主主公開 11:30-2:10

181湖 北|湖北 地 区公民館 12 :20-2・50
新木 野 1I冊木児京 公 阻 13:10-4:00

I 天 王古 l天 王 古 来 児 童 公 団 12凹ー 2:50 
19 

|青 山 古|柴 崎 古 4 号公園 13・10-4 曲

|久 寺 家|久寺 家あけ ぼ 町 公団 1 2凹-2 :45 
20 

|つ〈 し 野 1.足並ショyピングセンター製 13∞-4 凹
111布 佐 l都背年舘 12:00-2:45 
251布佐平和古 !布 佐 I軒近隣セ μ ター 13 :00-4凹

l白 山|三洋 也憾仕毛 入 口 1):40-2:20 
12 
・|並 木 1:九 石 家 具 駐 車 場 12:30-3:凶
26 

!古 田 |古 田 地尻企 図 13 :20--1 :00 
|恨 戸 中|鈴 木 よど ヲ 園前 11 :.10-2 ・10

13 
|出 戸|レ ス ト ラン と きニ 12:20-2:50 

21 lつ〈し 賢 |斑且ショッピングセノター且 13∞-4凶

曜日

水

木

金

木

金

曾
自
国
国
a
a
u

合
唱
述
却
に
は
四
円

コ

ラ

ス
グ
ル

ー
プ
(
左
現
品世
間
)が
加

ml見
直
か
ら

高
齢
者
向
方
ま
で‘

和
や
か
に
締
罰
に

励
ん
で
い
ま
す
.

あ
な
た
も
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
町

一
"
と
し
て
耽
っ
て
み
ま
せ
ん
か
.

初
心
者
向
方
も
大
歓
迎
。

tt我孫子合唱連盟加盟国体交

合唱 団畠 1 . 冒 喝 踊.11 B・時 間 lzaE 
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修用臼 1月15日〈況〉

砂受付 午前101暗からT日時30分

砂式典午前10時30分から芭午

惨会沼市民会館市ール

砂鼠当者巴1似3年4月2白かう

昭和同4年4月1日までに生まれ芝

万 〈鈴加者lこは配主主回として戸ル

1¥ムを局窓しています〉

=案内状ガオ用5日ぎでに届ガ広

かった樋合1<1.社会叡育係官(85)11

51へご連絡ください。まだ当日は

市内小申学使卒線簡の但圧の先生

万ガ出席される予定です。

|第1回文庫まつり |
手どもだちlこ本の貸し出しゃ続

P目時 2同5日〈日〉午前8筒30

分から午後3時〈雨天の腐は12日)

砂集合宿所 並木小学授限庭

砂毒事加貿信 小ー申学生 高t皇室

3-5名で1チーム〈小学生だけ

の告書加の姻合は保盤笥ガ送迎〉

美大人を含んでの診加や人叡万合

砂問い合わせ我孫子将倶同信会

子宮〈側94 I |健康!と関する限 II糊咽時鈍出発点i
l市民図書館講演会 l

お vre 

|消 防 出 初 式|
日頃から市民の笠命、 倒産を火

災から守る疋め活1i，レている消防

署と消防団ガ鈴ぞうい.どうぞご

覧ください。

砂日開 1月11日()J()午前9関

砂燭所手目沼A国 〈雨天の樹合

は市民会館〉

炉問い合わせ消防本田

宮 (84)0119

i新 春将棋大会l
'日開オ月3日〈火)15B(祝〉、

29日〈白) 午前10崎から

砂場所金子卓球樋〈市役所近く〉

砂会賞 1切O向〈昼食1司〉

東葛他方の歴史と民俗

砂日開 1月24日〈火〉午後1崎

から2時30.分〈入湯l開制〉
惨会煽 市民会館大会111室
砂防師森田保氏く街土史家〉

式| 宮沢賢治・伝説と伝記

1989. 1. 1 (6) 

干葉テレビ務春特別番組

抱負と市剤事忌シボ:Il.である寺貧

道3JCついて述べる予定で替.ど

うぞ之軍事ぐ応さし、

b鰻5:8臆 司馬28(l"l)，干後

S詩型?を忌6騎

砂日時 1月28日〈工〉午後2筒

かう4時 〈入1燭熊料〉

砂会話量市民会館大会館室

"踊邸 天沢温二郎氏〈箭人〉

司自問い合わせ 市民図S鑓

t馨 b ゅう山

|市保健推進員|
砂募集人員 10名程度

惨対象限戸、台回、並木、天王

台、筒山、閉山台、 柴崎台、中時、

古戸、新木、新木野、市佐、市住

甲和白の40歳代の立性でボランテ

ら健康1こ関するf'F文を雰錦します。 苔いみ広志んには、老後のこと

惨テーマ①私の健康志②仙の町 主主んてまだまど先のこととお思い

の健康問題③健康への感側〈体験 でしょう。しかし、老後の宝活の

を過して)@その他値段につい ζ 不安や病気、UJi'&による隠密や死

思うこと 亡など、良いー主の闘にI;J:どんな

b応募方法ー問い合わぜ 1月31 ことガ起こるガ分りません。

r日〈火消臼育9D)~で巳、 テーマ そこで、みん砿の生活ガどん主主

をひとつ遊び4∞字路め原碕用紙3 筒でもそこ思われることの広いよ

仮復度に苦とめ濁，l台1-12-16保 う、国民全停ガ協力し、助け合つ

惚センター官(87)1131へ ていくことガ必要8のです。こう

し疋煩いのもとlこつくられ疋のガ

国民年盆や摩生年金保院主主どの公

惨事集人員 50名 的年食制度で章。

砂受験資格 高校卒撮ま疋1革亭禦 61年4月から新しい年盆司自j直に

見込ゐ音響 蛮り、みん8ガヨ民年金に加入し

砂受付期間 1月25日から31巴

砂問い合わせ 県保育専門学院E

0472(閃)5530

央通し疋l:!悦年金を受けることに

なりまし定。

望方8老後に備えて、‘il'疋加入

してい芯い方は合すぐ、市役所年

金係で加入手続きを。

.尚昆会1晶、 唇芳園僚ガら老人福

祉のだめにと3万6921同の窃i司ガ

ありまし疋。

わ広い組事合!草オーブン替加。 みきかせ怠どの文題活動をしてい ィ戸活動に閉山のある飽願主主万 園田

砂チム獄先哲60チーム 〈市内 るお田さん疋ちガ、文目1まつりを 惨活動内容 ①保飽センタの61 匝圏

在住吉〕参加無料 開催レます。 業のPR活動②也康面での学習会 麗翻

惨申し込i/:J'問い合わせ ハ刀キ

!こ告書加者全長の住所、氏名、 電笥

番号、学年(チムの代表者!こO

印〉子ども会等の団体に所属して

いる栂合は団体名を記入し、1月

18巴()J<.消印有刻)までに寂務、手

T鴎4叡宵霊員会往会毅宵車車内情少

年相談員事事卸盲3(85)1151へ

砂日開 1月29日〈臼〉午前10閃か

ら午後5時〔入濁照料〉

砂宿所市民会館第5、6会開室

砂内容 *展示コーナー*おだの

しみ会〈指しい給本の読みさガせ

や瓶しぱい羽どを行いま軍〉

砂問い合わせ市民図書館3(84)

1110 

「オンライン」が4日から稼動
住民票、印鑑証明等発aがスピーディーに高まりま(j"
1月4日nら、市民尽と8歪 温色1<1.r世俗主8I続柄/本問

所、行政述絡所tJr;;rンライン r 'llm~>宅;:~、いています. さら

システ心」で範ばれます.住民 に、t!!伺目的にありt主rt自治主4

R釦、印芭王室誌の手抜'2itJs吏 ral泊.J::ôけを~、いだものと r本

所ででを、さらに住民康平紐革 碕Il!願書」を偉い疋ものと信

証明の発行ガ、8受所でも母国寄 ります.

に受けらnlJ:可。〈疋疋し、行政 @印監登録の申品と同証明 '

E絡所1<1-111関心事先行(]);)，で帯〉 の発行.

;;tンラインで行う事駆除、 次 @侭宙人皇室l¥申d-，lと同諸b証明

③赤ちゃんや妊婦さんの家庭肪悶

@健康まつりへの診加

砂申し込み問い合わぜ 保腿セ

ンタ 世(87)1131

|消費生活講座生|
砂日開 T月13白(金〉午前10時か

らE午 〈受鼠煎7~)

砂宿所 天王台北i丘隙センヲー

砂テーマ やってみまぜんか家庭

クリーニング

砂定員 30名(先祖l耳〉

惨申しi且み 問い合わせ 1月4

日以降l61.ilで市民生活傑へ

|国民年金生き仇1講座生l
~B時 2同15B()J<)午後19寺ガ
ら16日〈木〉午後2筒付泊2臼)

~樋所 国民年金保aセンター「そ

とぼうJ 興隅郡岬町和泉4437の10

~内容敏穫、年金怠どの腕座と

健康相誠、年金4自制

市役所市民.;rのみで限りulいま

どおよび世嗣寝室主主の叫，¥1<1-、 | 砂募集人員 808(先習慣〉

~軍事加費 1人切∞円

-
会包Q)rヨンラインシステム」

、週、 住民~:Jの発行(:zl~1Il の硲λにより、従来の 「フpヲ l

~申し込み問い合わ世 電信で

県国民年金課30472(23)2382

iおことわり j

i 合雪は正同時鰻雪を企画しまし j
J疋ので、 週慌の「市民のひろ1<t);J:: 

;担体ゐします 広絹広時限

106 


